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今週のキーワード

量子実用化加速
AI連携と国家戦略で商用化フェーズへ

24
件

記事数

10
カ国

対象国

3500
億円

韓国投資額

5450
万ドル

IonQ契約

今週の全24記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 IonQ、米空軍と契約 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
IonQが米国空軍と5450万ドルの量子ネットワーク契
約を締結、防衛分野での量子技術実用化が加速。

#02 量子PCでゲノム処理 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
量子コンピュータが初の完全ゲノムデータ処理に成功
、創薬・個別化医療への量子応用研究を加速。

#03
Datametrex、PQC特
許

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Datametrex社が量子耐性暗号（PQC）技術の特許収
益化戦略を拡大、ポスト量子時代への対応を強化。

#04 量子関連銘柄2026 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
2026年の量子コンピューティング関連優良銘柄が紹
介され、投資環境と市場成長を牽引する企業を分析。

#05 EU、量子研究投資協議 国家戦略
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
EU首脳が量子研究への戦略的投資を協議、経済競争力
と技術主権確保のためイノベーションを促進。

#06 量子誤り訂正進展 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

量子誤り訂正アーキテクチャが物理デバイス制約とQE
Cコード要求を統合、耐障害性量子コンピュータ実現
へ前進。

#07 ビットコイン量子脅威 解説記事
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

量子コンピュータがビットコインの暗号セキュリティ
を脅かす可能性を分析、ポスト量子暗号（PQC）への
移行が急務。

#08 世界の量子投資動向 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
世界各国が量子技術に巨額投資し国家戦略を更新、防
衛・金融・医療・材料科学への応用を加速。

#09 超伝導量子ビット改善 技術報告
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

超伝導量子ビットのコヒーレンス時間が改善され、材
料科学と回路設計の革新により量子コンピュータ性能
向上へ。

#10
量子スタートアップ資
金

市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
量子スタートアップへの資金調達と戦略的パートナー
シップが活発化し、量子産業の成長を加速。

#11 韓国量子AIデータC 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

韓国SDT社がNVIDIAと連携し、韓国初の商用量子AI
ハイブリッドデータセンターを開設、産業応用を加速
。

#12
NVIDIA、AIモデル発
表

新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

NVIDIAが量子プロセッサの校正・誤り訂正を加速す
るオープンソースAIモデル「Ising」を発表、実用化
を推進。

#13 台湾、NVIDIA AI導入 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

台湾中央研究院がNVIDIA Ising AIモデルを導入し、
量子プロセッサの自動校正技術を推進、量子チップ量
産化へ。

#14 韓国、量子衛星通信 技術報告
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

韓国国民大学とArion社が量子鍵配送（QKD）とポス
ト量子暗号（PQC）を統合した量子セキュア衛星通信
リンクの実証に成功。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#15 韓国、量子国家計画 国家戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

韓国が10年で23億ドルを投資する積極的な量子技術
国家計画を始動、主要企業も参画しグローバルリーダ
ー目指す。

#16 韓国Exgate、PQC認証 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

韓国Exgate社が国内初のPQCベースハイブリッド暗号
モジュールでKCMVP認証を取得、政府機関への導入
加速。

#17 LQUOM、資金調達 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

日本のLQUOM社がシリーズB資金調達を完了、量子イ
ンターネットの社会実装と量子リピーター開発を加速
。

#18 韓国、量子人材育成 国家戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

韓国が量子プラットフォーム研究拠点と大学院が連携
し、量子技術分野の博士人材育成を強化する覚書を締
結。

#19
リップル、PQCロード
M

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

リップル社がXRPLの耐量子暗号化ロードマップを発
表、2028年までにポスト量子ソリューション実装を
目指す。

#20 台湾、量子技術戦略 解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
台湾が半導体強みを活かし量子技術開発に80億台湾ド
ル投資、PQC導入でサイバーセキュリティ強化。

#21
Google、Willowアク
セス

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Google Quantum AIがWillow量子プロセッサへの早
期アクセスを開始、外部研究者との連携でエコシステ
ム育成。

#22 NEDO、量子公募開始 国家戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

NEDOが次世代量子コンピュータ開発と社会課題解決
プログラムの公募を開始、日本の量子技術エコシステ
ムを強化。

#23 単一光子量子干渉 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
光学的重ね合わせなしで単一光子量子干渉を実証、高
解像度イメージングや量子センサー開発に道を開く。

#24
イーサリアム、PQC強
化

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
イーサリアムが2026年ロードマップを発表、スケー
ラビリティ、UXに加え量子耐性暗号化対策を強化。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 量子耐性暗号（PQC）への移行は、貴社の事業にとって待ったなしの状況か？
韓国Exgate社が国内初のPQC認証を取得し、リップル社やイーサリアムも2028年までの実装目標を掲げた。金融、防衛
、重要インフラを扱う企業は、既存システムの量子脆弱性を評価し、PQC導入のロードマップ策定を急ぐべきだろう。

❷ 量子コンピュータの性能向上は、貴社の材料開発や製造プロセスにどう影響するか？
超伝導量子ビットのコヒーレンス時間改善や、NVIDIAのAIモデルによる量子プロセッサ校正技術は、量子コンピュータ
の実用化を加速する。これにより、新素材のシミュレーションや製造プロセスの最適化に量子計算が活用される未来が近
づいている。貴社は準備できているか？

❸ 日本は、激化する世界の量子技術競争で存在感を示せるか？
韓国が23億ドル規模の国家計画を始動し、商用量子AIデータセンターを開設するなど、アジア諸国の追い上げが顕著だ。
日本はNEDOの公募やLQUOMの資金調達など国内の動きもあるが、グローバル競争で優位に立つための具体的な戦略と実
行力があるか、再考が必要だ。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

量子AI商用化

PQC移行

国家投資競争

QEC/校正AI
量子通信網

量子ビット材料
量子バイオ 日本エコ育成

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 量子AI商用化 注意 量子AIサービス市場拡大 日本の商用化遅れ

● PQC移行 注意 新セキュリティ市場 既存システム脆弱化

● 国家投資競争 脅威大 国際連携の可能性 日本の競争力低下

● QEC/校正AI 機会大 量子PC実用化加速 —

● 量子通信網 注意 セキュア通信市場 技術覇権争い

● 量子ビット材料 機会大 先端材料需要増 —

● 量子バイオ 機会大 創薬・医療革新 —
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● 日本エコ育成 機会大 国内開発加速 —
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深掘り ① ― 量子誤り訂正アーキテクチャの進展
#06 | 2026/04/09 | arXiv.org | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●○○

量子コンピュータ実用化の最大の障壁である量子ビットのノイズとデコヒーレンスに対し、量子誤り訂正（QEC）は不
可欠な技術です。本研究は、物理量子ビットの制約とQECコードの理論的要件を統合する新しいヘテロジニアス・アー
キテクチャを提案。特定のハードウェアのエラー特性に合わせてQECコードを最適化し、効率的かつ堅牢な量子コンピ
ューティングの実現を目指します。

このアプローチは、異なる量子ビット方式や古典制御システムを統合し、リアルタイムでのエラー検出・修正を可能に
します。これにより、理論的なQECの効率性と現実の物理デバイスのギャップを埋め、大規模な耐障害性量子コンピュ
ータの設計に向けた重要な一歩となります。

▶ 技術者の視点

QECは量子コンピュータの「聖杯」であり、この研究は基礎的なブレークスルーを示唆しています。提
示された「統合されたヘテロジニアス・アーキテクチャ」は、単なる理論に留まらず、物理デバイスの
特性を考慮している点が重要です。しかし、arXiv.orgでの発表であり、具体的な数値データや実験結果
の詳細は不明なため、その実効性にはまだ検証が必要です。実用化には、QECに必要な物理量子ビット
数の削減、コヒーレンス時間のさらなる延長、そして高速な古典制御システムの開発が未解決課題とし
て残ります。 【機会】日本の材料・素材メーカーは、QEC効率化に繋がる低ノイズ・高純度材料の開発
で貢献できる。部品メーカーは、極低温技術や高精度制御システムで新たな市場機会を得る。R&D;部門
は、この統合アプローチを自社の量子コンピュータ開発戦略に取り入れるべきです。 【脅威】この分野
での国際競争は激しく、日本が独自のQEC技術を確立できない場合、海外技術への依存が高まる可能性
があります。

深掘り ② ― NVIDIA、AIで量子プロセッサ校正を加速
#12 | 2026/04/18 | Ledge.ai | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

NVIDIAは、量子プロセッサの校正と誤り訂正を加速するオープンソースAIモデル「NVIDIA Ising」を発表しました。
量子ビットの不安定性とノイズは実用化の大きな課題であり、これまで手作業で行われていた校正作業をAIが自動化・
最適化することで、リアルタイムでの誤り訂正を支援します。これにより、量子システムの開発期間短縮とスケーラビ
リティ向上が期待されます。

Isingモデルは、量子プロセッサの動作データから最適な校正パラメータを自動特定し、高精度な校正を実現。オープン
ソースとして提供されることで、広範な研究者や企業がAIを活用したワークフローで高性能な量子システムを構築する
ことを奨励しています。台湾中央研究院もこのAIモデルの導入を発表しており、国際的な波及効果が見込まれます。
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▶ 技術者の視点

NVIDIAがAIを量子コンピューティングの「イネーブラー」として投入したことは非常に戦略的です。
量子プロセッサの校正は、量子ビット数が増えるほど指数関数的に複雑化するため、AIによる自動化は
実用化のボトルネックを解消する強力な手段となります。ただし、AIモデルの性能は学習データとアル
ゴリズムに依存するため、その汎用性や、多様な量子ハードウェアへの適用性については継続的な検証
が必要です。また、リアルタイム誤り訂正への貢献度も、実際の量子コンピュータ上での実証が待たれ
ます。 【機会】日本の半導体PKGメーカーやR&D;部門は、NVIDIAのAIモデルを活用することで、自
社開発の量子チップの性能向上や開発効率化を図れる。特に、台湾が導入を決定したことは、日本の半
導体サプライチェーンにおける連携の可能性も示唆します。AIと量子技術の融合は、新たなビジネスモ
デル創出の機会です。 【脅威】NVIDIAが量子エコシステムにおける影響力をさらに拡大する中、日本
企業が独自のAI駆動型量子制御技術を開発できない場合、海外プラットフォームへの依存度が高まる可
能性があります。
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深掘り ③ ― LQUOM、量子インターネット実用化へ前進
#17 | 2026/04/21 | PR TIMES | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●○○
日本関連度●●●●●

日本の量子通信インフラスタートアップLQUOM社がシリーズBラウンドのセカンドクローズを完了し、量子インターネ
ットの社会実装に向けた研究開発と事業拡大を加速します。同社は、日本の量子光学・精密技術の強みを活かし、長距
離量子通信に不可欠な量子リピーターの開発に注力。将来の安全な情報通信と分散型量子コンピューティングの基盤構
築を目指します。

量子インターネットは、現在の暗号技術が量子コンピュータによって破られる可能性に対抗する究極のセキュア通信手
段であり、複数の量子コンピュータを接続することで大規模な量子計算を可能にします。LQUOMの資金調達は、研究
開発フェーズから社会実装フェーズへの移行を意味し、日本の情報インフラにおける国際的地位向上に貢献することが
期待されます。

▶ 技術者の視点

LQUOMの資金調達は、日本の量子技術エコシステムにとって非常に明るいニュースです。量子インタ
ーネットは、量子鍵配送（QKD）による究極のセキュリティと、分散型量子コンピューティングという
二つの大きな可能性を秘めています。特に、長距離量子通信の鍵となる「量子リピーター」の開発は技
術的難易度が高く、日本の光学・精密技術が活かせる分野です。ただし、量子リピーターの実用化はま
だ基礎研究段階に近く、大規模ネットワーク構築には技術的課題と多大な投資、そして国際標準化への
貢献が不可欠です。 【機会】日本の通信事業者や光学部品メーカー、素材メーカーは、LQUOMとの連
携を通じて、量子インターネット関連技術の開発や部品供給で新たなビジネスチャンスを得られる。特
に、光ファイバー技術や精密光学部品は日本の強みであり、量子リピーターの実現に不可欠な要素です
。R&D;部門は、量子通信のセキュリティや分散型量子コンピューティングの可能性を評価し、自社の将
来戦略に組み込むべきです。 【脅威】量子インターネットの国際競争は激しく、LQUOMがグローバル
市場で主導権を握るためには、さらなる技術革新と迅速な展開が求められます。海外勢の動向を注視し
、連携を強化しないと、日本の技術がガラパゴス化するリスクもあります。

その他の注目記事
世界の量子技術投資動向と国家戦略の最新情報
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

米国、欧州、韓国、台湾など各国が量子技術に巨額投資し国家戦略を更新。日本の企業・研究機関は、この国際競争の
激化を強く意識し、自社の立ち位置と戦略を見直す必要がある。

韓国、世界で最も積極的な量子技術国家計画を始動：23億ドルの投資と主要企業の参画
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

韓国が10年で23億ドルを投じ、サムスン、LG、SKテレコム、現代自動車など主要企業を動員。日本の量子技術開発は
、この隣国の猛追を脅威と捉え、対抗策を講じるべき段階にある。

韓国Exgate社、国内初の耐量子暗号モジュールでKCMVP認証を取得
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

韓国でPQCモジュールが政府認証を取得し、公共機関への導入が加速。日本もPQCの標準化と実用化を急ぐ必要があり
、特に金融・防衛分野の企業は具体的な導入計画を検討すべき。

量子コンピュータ上で初のゲノムデータ処理に成功
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

量子コンピュータがゲノムデータ処理に成功した画期的な研究。創薬、個別化医療、バイオインフォマティクス分野で
の量子応用の可能性を示唆し、日本の製薬・バイオ企業は動向を注視すべき。

光学的重ね合わせなしの単一光子量子干渉：高解像度イメージングへの道
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技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○

光学的重ね合わせなしで単一光子量子干渉を実証した学術的ブレークスルー。高解像度イメージングや量子センサー開
発に繋がる可能性があり、日本の光学・精密機器メーカーは基礎研究動向を追うべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】韓国の積極的な量子国家戦略（#15）を分析し、日本の量子技術開発における自社の立ち位置と競
争優位性を再評価する。

• 【R&D;】NVIDIAのオープンソースAIモデル「Ising」（#12）の技術詳細を調査し、自社の量子プロセッサ校
正や誤り訂正への適用可能性を検討する。

• 【調達/IT部門】ポスト量子暗号（PQC）の最新動向（#03, #16, #19,
#24）を把握し、自社システムにおける量子脅威への対応状況を緊急で棚卸しする。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/半導体PKG】超伝導量子ビットのコヒーレンス時間改善（#09）に貢献する材料科学や回路設計の最新
論文を調査し、自社の材料・部品開発への応用可能性を評価する。

• 【経営企画/R&D;】NEDOの量子コンピューティング公募プログラム（#22）の内容を精査し、自社の技術シー
ズや社会課題解決への貢献可能性を検討、応募準備を開始する。

• 【事業開発】韓国SDT社の商用量子AIハイブリッドデータセンター（#11）のサービス内容と産業応用事例を
調査し、日本の産業界における量子AI活用の潜在ニーズを分析する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/材料工学】量子誤り訂正アーキテクチャ（#06）の進展が、将来の量子コンピュータ向け材料（超伝
導体、誘電体など）に求める特性を予測し、基礎研究テーマとして設定する。

• 【R&D;/バイオ・製薬】量子コンピュータによるゲノムデータ処理（#02）の可能性を評価し、創薬プロセス
や個別化医療における量子アルゴリズムの導入に向けたロードマップを検討する。

• 【経営企画/通信】LQUOM（#17）やIonQ（#01）、韓国の衛星通信実証（#14）など、量子通信・量子イン
ターネットの動向を継続的にモニタリングし、次世代通信インフラにおける自社の戦略的ポジションを確立する
。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-04-25
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IonQ、米国空軍と5450万ドルの量子契約を締結

概要

量子コンピューティング企業IonQは、米国空軍との間で総額5450万ドルの大型契約を
獲得しました。この契約は、防衛分野における量子ネットワーク技術の進展を目的と

しています。今回の提携は、国家安全保障および戦略的インフラにおける量子技術の
重要性が高まっていることを浮き彫りにしています。この協力関係により、将来の軍
事作戦に不可欠な安全な量子通信の研究開発が加速されると期待されています。米国

政府のこの投資は、世界の量子技術競争における優位性を維持するコミットメントを
示しています。

公開日 2026年04月22日  MEXC News  アメリカ



詳細

背景と目的

量子コンピューティングは、その計算能力により、特に防衛や国家安全保障の分野で新
たなフロンティアを開拓しています。従来の暗号技術が将来的に量子コンピュータによ
って破られる可能性が指摘される中、量子ネットワークは極めて安全な通信手段として
注目されています。米国空軍は、この先端技術の戦略的価値を認識し、次世代の防衛シ
ステムに統合することを目指しています。

主要な契約内容

量子コンピューティング分野の主要企業であるIonQは、米国空軍との間で総額5450万
ドルに及ぶ大規模な契約を締結しました。この契約の主な目的は、防衛用途に特化した
量子ネットワーク機能の開発と強化です。具体的には、以下の分野での進展が期待され
ています。

セキュアな量子通信プロトコルの研究開発

量子センサー技術の軍事応用可能性の探求

既存の防衛インフラへの量子技術統合の検討

将来のサイバー戦における優位性を確保するための基盤技術確立

IonQは、その実績ある量子ハードウェアとソフトウェア開発能力を提供し、米国空軍は
国防における量子技術の応用に関する専門知識とニーズを共有します。この提携は、技
術開発を加速させるための官民連携の好例と言えます。

影響と展望

今回のIonQと米国空軍の契約は、量子技術が単なる研究段階から実用化のフェーズへと
移行しつつあることを明確に示しています。特に、国家安全保障という極めて重要な分
野での採用は、量子コンピューティングの信頼性と潜在能力に対する大きな信頼を意味
します。

国家安全保障への影響: 量子ネットワークは、傍受不可能な通信を実現することで、
軍事情報や機密データの保護に革命をもたらす可能性があります。これにより、敵対
勢力による情報漏洩やサイバー攻撃のリスクを大幅に低減できます。



技術開発の加速: 大規模な政府契約は、IonQのような企業にとって研究開発への投資
を加速させ、より高性能な量子デバイスやアルゴリズムの開発を促進する強力なイン
センティブとなります。

市場への波及効果: 防衛分野での量子技術の成功事例は、他の政府機関や民間企業に
対しても、量子コンピューティングおよび量子通信への投資を促す可能性がありま
す。これにより、量子エコシステム全体の成長が加速されるでしょう。

この契約は、米国が世界の量子技術競争において引き続き主導的な役割を果たすための
重要なステップであり、未来の防衛技術のあり方を再定義する可能性を秘めています。

元記事: https://www.mexc.com/news/1050963

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mexc.com/news/1050963


量子コンピュータ上で初のゲノムデータ処理に成功

概要

科学誌「Science」に発表された画期的な研究で、研究者らは史上初めて完全なゲノム
データを量子コンピュータに読み込むことに成功しました。この偉業は、量子コンピ

ューティングが複雑な生物学的課題に応用される上での重要な一歩となります。ゲノ
ムデータを量子マシンで処理する能力は、創薬、個別化医療、バイオインフォマティ
クスといった分野に革命をもたらす可能性を秘めています。まだ初期段階にあるもの

の、この成果は、従来のスーパーコンピュータでは計算上困難な膨大なデータセット
に量子コンピュータが取り組む道を開きます。

公開日 2026年04月23日  Science  アメリカ



詳細

背景と課題

ゲノム解析は、生命科学、医療、創薬において不可欠な技術ですが、そのデータ量は膨
大であり、従来の古典コンピュータでは処理に時間とリソースが莫大にかかります。特
に、個々の細胞レベルでの詳細な遺伝子発現や疾患関連の変異解析などは、計算能力の
限界に直面しています。量子コンピュータは、その並列計算能力により、こうした大規
模な最適化問題やパターン認識において、古典コンピュータを凌駕する可能性を秘めて
いると期待されています。この背景から、複雑な生物学的データを量子システムに効率
的にエンコードし、処理する手法の開発が急務とされていました。

画期的な研究成果

「Science」誌で報告された最新の研究では、研究チームが完全なゲノムデータを量子
コンピュータに読み込むという前例のない成果を達成しました。この実験は、量子ビッ
トの重ね合わせやエンタングルメントといったユニークな特性を活用し、膨大な遺伝情
報を効率的な量子状態として表現する新しいエンノード手法を確立しました。主要な成
果は以下の通りです。

ゲノムデータの量子エンコード: DNA配列を構成する塩基（A, T, C, G）を量子ビット
の状態に対応させ、量子システムの固有状態としてゲノム全体を表現するアルゴリズ
ムを開発。

量子計算によるデータ処理: エンコードされたゲノムデータに対し、特定の量子アル
ゴリズムを適用して、パターン認識や類似性検索などの基礎的な操作を実行。

創薬・個別化医療への応用可能性: 量子コンピュータ上で分子構造のシミュレーショ
ンやタンパク質フォールディングの解析を行うための基盤を確立し、新薬開発の期間
短縮や個別化治療法の最適化への道を開拓。

この研究は、量子情報科学とバイオインフォマティクスとの融合を具体的に示し、これ
まで不可能とされてきた規模での生物学的問題解決への扉を開きました。

影響と今後の展望

この「量子コンピュータ上でのゲノムデータ処理」の成功は、生命科学の分野に計り知
れない影響を与えるでしょう。



バイオインフォマティクス革命: 超高速なゲノム解析や比較ゲノミクスが可能にな
り、遺伝病の診断精度向上や、病気のメカニズム解明が加速されます。

新薬開発の加速: 複雑な分子シミュレーションを量子コンピュータで行うことで、創
薬プロセスにおけるリード化合物の探索や最適化が効率化され、開発期間の大幅な短
縮とコスト削減が期待されます。

個別化医療の進展: 患者個人のゲノム情報に基づいた、より精密で効果的な治療法の
開発が加速し、真の個別化医療の実現に貢献します。

新たな量子アルゴリズムの開発: 生物学的データの特性に合わせた新たな量子アルゴ
リズムの研究が活発化し、量子コンピュータの汎用性と適用範囲がさらに拡大する可
能性があります。

まだ実用的なアプリケーションへの道のりは長いものの、このマイルストーンは、量子
コンピューティングが未来の生命科学研究の中心的なツールとなる可能性を強く示唆し
ています。

元記事: https://neuroblog.fedoraproject.org/planet-neuroscience/

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://neuroblog.fedoraproject.org/planet-neuroscience/


Datametrex社、量子耐性暗号技術を含む特許収益化戦略
を拡大

概要

Datametrex AI Limitedは、同社の特許収益化戦略を拡大し、量子耐性暗号（PQC）技
術を新たに含めることを発表しました。この動きは、将来の量子攻撃に対する既存の
暗号標準の脆弱性に関する懸念の高まりに対応するものです。同社は、ポスト量子時

代における堅牢なサイバーセキュリティソリューションへの喫緊のニーズに対応する
ことで、市場での優位性を確立しようとしています。PQCの開発と導入は、大規模な
耐障害性量子コンピュータの最終的な出現を予測し、世界中の政府や産業界にとって

重要な焦点となっています。

公開日 2026年04月24日  Stockwatch  カナダ



詳細

背景と課題

現代のデジタル社会は、公開鍵暗号方式に大きく依存しており、これがインターネット
通信、金融取引、個人情報の保護の基盤となっています。しかし、量子コンピューティ
ング技術の急速な進展により、将来的に実用的な量子コンピュータが実現された場合、
現在広く使用されているRSAやECCといった非対称暗号アルゴリズムは容易に破られる
危険性が指摘されています。この「量子脅威」は、現在暗号化されて保存されている機
密データが、将来的に復号されてしまうという「Harvest Now, Decrypt Later」攻撃のリ
スクも伴います。このため、量子コンピュータに対しても安全性を保つ「量子耐性暗号
（Post-Quantum Cryptography, PQC）」の開発と導入が、世界的な喫緊の課題となって
います。

Datametrex社の戦略拡大

カナダのDatametrex AI Limitedは、この量子脅威に対応するため、同社の特許収益化戦
略をPQC技術へと拡大することを発表しました。同社は、PQC分野における独自の技術
ポートフォリオを構築し、それをライセンス供与することで収益化を目指します。具体
的には、以下の点に注力しています。

PQCアルゴリズムの開発と特許化: 量子コンピュータによる攻撃に耐えうる新たな暗
号アルゴリズムの研究開発を進め、関連技術の知的財産権を確保。

市場ニーズへの対応: 政府機関、金融機関、防衛産業など、特に高度なセキュリティ
が要求される分野に対し、PQCソリューションを提供。

標準化への貢献: NIST（米国国立標準技術研究所）が主導するPQC標準化プロセスへ
の貢献も視野に入れ、業界全体のセキュリティ強化に寄与。

この戦略的転換は、Datametrexが将来のサイバーセキュリティ市場における主要プレイ
ヤーとなることを目指していることを示唆しています。

影響と今後の展望

DatametrexのPQC分野への参入は、急速に進化するサイバーセキュリティ市場において
いくつかの重要な影響をもたらすでしょう。



市場競争の激化: PQC市場はまだ新興段階ですが、今後数年間で急速な成長が見込ま
れています。Datametrexの参入は、この分野での技術革新と競争をさらに加速させ
る可能性があります。

企業価値の向上: 量子耐性技術は、将来のサイバー脅威から企業や国家インフラを保
護するために不可欠となるため、この分野での特許を持つ企業は高い評価を受ける可
能性があります。

標準化への影響: 同社の技術がPQCの国際標準の一部として採用されれば、その市場
での地位はさらに強固なものとなるでしょう。

Datametrexのこの動きは、企業のポートフォリオを未来の技術トレンドに合わせて適応
させることの重要性を示しており、サイバーセキュリティの未来を形作る一端を担うこ
とが期待されます。

元記事: https://www.stockwatch.com/News/Search?hours=24&region=C

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stockwatch.com/News/Search?hours=24&region=C


2026年の注目すべき量子コンピューティング関連銘柄：
アナリストが選ぶ投資先

概要

MEXC Newsが発表した金融分析記事では、2026年にアナリストが注目する量子コンピ
ューティング関連の優良銘柄が紹介されました。この記事は、量子技術を取り巻く投
資環境に関する洞察を提供し、市場成長を牽引すると期待される主要企業を特定して

います。レポートは、この急成長する市場において情報に基づいた投資判断を下した
いと考える投資家にとっての指針となるでしょう。量子技術の進歩、戦略的パートナ
ーシップ、市場への普及といった要素が株価パフォーマンスに与える影響が議論され

ています。

公開日 2026年04月24日  MEXC News  グローバル



詳細

量子コンピューティング市場の現状

量子コンピューティングは、その革新的な計算能力により、製薬、金融、物流、人工知
能など多岐にわたる産業分野に革命をもたらす可能性を秘めた技術として、投資家の間
で注目を集めています。まだ発展途上の分野ではあるものの、ハードウェアとソフトウ
ェアの両面で急速な技術革新が進んでおり、実用化に向けた期待が高まっています。各
国政府や大手テクノロジー企業からの大規模な投資が続き、スタートアップ企業の資金
調達も活発化していることから、長期的な成長ポテンシャルを持つ市場として認識され
ています。

2026年の注目銘柄分析

MEXC Newsが報じた金融アナリストによる分析では、2026年に特に注目すべき量子コ
ンピューティング関連銘柄が複数挙げられています。これらの銘柄は、以下の主要な評
価基準に基づいて選定されています。

技術的リーダーシップ: 特定の量子技術（例: 超伝導量子ビット、イオントラップ方
式、トポロジカル量子ビット）において業界をリードする企業。

研究開発への投資: 革新的な量子ハードウェアやアルゴリズムの開発に積極的に投資
している企業。

戦略的パートナーシップ: 他のテクノロジー大手、政府機関、学術機関との連携を通
じて、技術開発や市場開拓を加速させている企業。

市場投入戦略: 短期的な実用化に向けた具体的なロードマップや、特定分野でのアプ
リケーション開発に強みを持つ企業。

知的財産権: 多数の特許を保有し、将来的な競争優位性を確保している企業。

記事では、これらの基準を満たす企業の株価動向、収益性、成長予測に関する詳細な分
析が提供され、投資家がポートフォリオに組み入れる際の参考情報となっています。

投資家への影響と展望

量子コンピューティング市場への投資は、高いリターンを期待できる一方で、技術開発
の不確実性や市場の変動性といったリスクも伴います。しかし、今回のレポートは、こ
の初期段階の市場において有望な投資機会を特定する上で貴重な情報を提供します。



長期的な成長ポテンシャル: 量子コンピューティングは、今後数十年にわたって社会
と経済に大きな影響を与える可能性があり、早期に投資することで長期的な恩恵を得
られる可能性があります。

技術進歩への注目: 投資家は、特定の技術ブレイクスルーや実用的なアプリケーショ
ンの登場に注目し、投資判断に役立てることが推奨されます。

ポートフォリオの多様化: 量子コンピューティング関連銘柄をポートフォリオに組み
入れることで、先進技術セクターへのエクスポージャーを増やし、全体的な多様化を
図ることができます。

アナリストの推奨銘柄は、量子コンピューティングの商業的実現可能性に対する市場の
信頼が着実に高まっていることを反映しており、この革新的な技術の未来への期待をさ
らに高めています。

元記事: https://www.mexc.co/news/1050912

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mexc.co/news/1050912


欧州連合首脳、経済戦略の一環として量子研究投資を協議

概要

欧州連合（EU）の首脳会議が開催され、ブロックの長期的な経済戦略の重要な要素と
して、量子研究への戦略的投資が議論されました。議論では、量子技術の進歩が将来

の競争力と主要テクノロジー分野における主権にとって不可欠であるという認識が強
調されました。量子研究への投資は、イノベーションを促進し、ハイテク雇用を創出
し、先端材料、新薬、安全な通信といった分野で欧州のリーダーシップを確保するた

めの手段と見なされています。この戦略的重点は、基礎的な量子科学とその潜在的な
応用を支援する欧州全体の取り組みを浮き彫りにしています。

公開日 2026年04月18日  EURACTIV  欧州連合



詳細

背景と戦略的必要性

量子技術は、その革新的な可能性から、21世紀の経済的競争力と国家主権を左右する戦
略的技術と位置付けられています。特に欧州連合（EU）は、米国やアジア諸国とのグロ
ーバルな技術競争において、自らのイノベーション能力を強化し、技術的自立性を確保
することを目指しています。量子コンピューティング、量子通信、量子センサーといっ
た分野でのブレークスルーは、防衛、金融、医療、エネルギーなど、多岐にわたる産業
に計り知れない影響をもたらすため、EU首脳は、これらへの集中的な投資の必要性を認
識しています。

首脳会議での議論内容

2026年4月18日に開催されたEU首脳会議では、量子研究への大規模な投資が、欧州の経
済戦略における中心的な議題として取り上げられました。議論の主な焦点は以下の通り
です。

投資規模と資金メカニズム: 各加盟国が共同で拠出する基金や、既存のEU研究プログ
ラム（例: Horizon Europe）を通じた量子研究への資金配分の方針について検討。

主要な研究分野の特定: 量子コンピューティングのハードウェア開発、耐量子暗号
（PQC）、量子インターネットの構築、高感度量子センサーの開発など、特に重点を
置くべき研究分野を特定。

イノベーションエコシステムの構築: 大学、研究機関、スタートアップ企業、大手産
業界が連携するオープンなイノベーションエコシステムを欧州全域で育成するための
施策。

人材育成: 量子技術分野における専門知識を持つ人材の育成を加速させるための教育
プログラムや奨学金制度の強化。

首脳らは、短期的な商業的利益だけでなく、長期的な視点に立ち、基礎研究から応用研
究までを網羅する包括的なアプローチの重要性を強調しました。

影響と今後の展望

EU首脳による量子研究へのコミットメントは、欧州がグローバルな量子競争において、
より積極的な役割を果たすことを示唆しています。



競争力の向上: 量子技術への戦略的な投資は、欧州企業が世界の市場で競争力を維持
し、新たな産業を創出するための基盤となります。

技術的自立性の確保: 主要な量子技術の開発を欧州内で進めることで、サプライチェ
ーンの脆弱性を低減し、外部への技術依存を減らすことができます。

新産業と雇用の創出: 量子技術の進展は、新しい製品やサービスの開発を促し、高度
なスキルを要する高付加価値な雇用を創出します。

国際協力の推進: EUは、域内での連携を強化しつつ、米国、日本などの量子先進国と
の国際協力も視野に入れ、世界の量子エコシステムの発展に貢献していくでしょう。

この議論は、欧州が量子技術を単なる科学的探求としてではなく、経済成長と戦略的安
全保障のための不可欠な投資と捉えていることを明確に示しており、今後の具体的な政
策決定に注目が集まります。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



量子誤り訂正アーキテクチャの進展：物理的課題とコード
駆動型課題の統合

概要

量子誤り訂正（QEC）に関する最近の理論研究は、物理デバイスの制約とQECコード
の要求との間のギャップを埋めるものです。この研究は、タスク固有のハードウェア
考慮事項を組み込んだ、統一されたヘテロジニアス量子コンピューティングアーキテ

クチャを提示しています。これまで、物理デバイス設計における課題は、量子誤り訂
正の理論的要求とは切り離されて考えられることが多かったですが、この新しいアプ
ローチは、これら2つの重要な視点を統合することを目指しています。

公開日 2026年04月09日  arXiv.org  インターナショナル



詳細

背景と量子誤り訂正の重要性

量子コンピュータがその真の可能性を発揮するためには、量子ビットが持つ脆弱性、す
なわちノイズやデコヒーレンス（量子状態の崩壊）による計算エラーを克服する必要が
あります。この課題に対処するための最も重要な技術が量子誤り訂正（Quantum Error

Correction, QEC）です。QECは、複数の物理量子ビットを用いて論理量子ビットを符号
化し、エラーを検出・修正することで、計算の信頼性を高めることを目指します。しか
し、QECの実装は極めて困難であり、現在の量子コンピュータの限られた物理量子ビッ
ト数と短いコヒーレンス時間では、高信頼性の耐障害性量子コンピュータを実現するこ
とは依然として大きな課題です。

物理とコードの統合アプローチ

arXiv.orgで発表された最新の研究は、QECアーキテクチャ設計における画期的な進展を
提示しています。この研究では、これまで別々に扱われがちだった「物理量子ビットの
制約と特性」（例: 接続性、エラーの種類、ノイズ源）と、「QECコードの理論的要
件」（例: 必要な冗長性、測定戦略）とを統合する新しいフレームワークを提案してい
ます。具体的には、タスク固有のハードウェア設計をQECコードと密接に連携させるこ
とで、より効率的かつ堅牢な量子コンピューティングアーキテクチャを実現しようとし
ています。

このアプローチの主要な特徴は以下の通りです。

ヘテロジニアス・アーキテクチャ: 異なる種類の量子ビット（例: 超伝導量子ビット
とイオントラップ）や、古典的な制御システムを統合し、それぞれの利点を最大限に
活用。

ハードウェア適応型QEC: 特定の物理ハードウェアのエラー特性に合わせてQECコー
ドを最適化し、必要な物理量子ビット数を削減しつつ、エラー訂正能力を向上。

リアルタイム・エラー検出と修正: 高速かつ低遅延でエラーを検出し、修正するため
の古典制御システムの最適化。

これにより、理論的なQECの効率性と、現実の物理デバイスが持つ制約との間のギャッ
プを埋め、より実用的な耐障害性量子コンピュータの設計に向けた道を切り開きます。



影響と今後の展望

この統合されたQECアーキテクチャの研究は、量子コンピューティングの発展に多大な
影響を与えることが期待されます。

耐障害性量子コンピュータの実現: エラー訂正の効率化は、大規模で実用的な量子コ
ンピュータを構築するための最も重要なステップの一つです。この研究は、その実現
時期を早める可能性を秘めています。

スケーラビリティの向上: ハードウェアの制約を考慮に入れたQEC設計は、量子コン
ピュータのスケーラビリティを向上させ、より多くの量子ビットを効率的に利用でき
るようにします。

新たなハードウェア設計の指針: QECコードとハードウェア設計の統合は、将来の量
子プロセッサ開発における新しい設計原則やアプローチを導き出すでしょう。

アルゴリズム開発への影響: より信頼性の高い論理量子ビットが利用可能になること
で、より複雑で深層な量子アルゴリズムの実装が可能になり、様々な科学技術分野で
の応用が加速されます。

この研究は、量子誤り訂正における基礎的な課題への革新的なアプローチを提供し、未
来の量子コンピューティング技術の方向性を形作る重要な一歩と言えます。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



ビットコイン領域における量子コンピューティングの将来
展望

概要

ビットコインエコシステムに対する量子コンピューティングの潜在的な影響を議論す
る記事が注目を集めています。この論文は、特にビットコインのようなブロックチェ
ーン技術における暗号セキュリティに対する量子の進歩の長期的な影響を深く掘り下

げています。十分に強力な量子コンピュータが、現在のデジタル通貨を支える暗号ア
ルゴリズムを理論的に破ることが可能になる方法を探ります。分析では、将来のその
ような脅威から保護するためのポスト量子暗号（PQC）の開発における継続的な取り

組みが強調されています。

公開日 2026年04月23日  Citybuzz / MEXC News  アメリカ



詳細

背景：ビットコインと量子脅威

ビットコインを含む現在の多くの暗号通貨は、公開鍵暗号技術、特に楕円曲線デジタル
署名アルゴリズム（ECDSA）に依存してトランザクションの正当性と所有権を保証して
います。この暗号技術は、現在の古典的なコンピュータでは事実上解読不可能であると
されています。しかし、量子コンピューティングの発展は、このセキュリティモデルに
潜在的な脅威をもたらします。ショアのアルゴリズムのような量子アルゴリズムは、理
論上、ECDSAのような公開鍵暗号を効率的に破ることができ、ビットコインのウォレッ
ト秘密鍵が公開鍵から導出される可能性を示唆しています。このリスクは「量子脅威」
として知られ、暗号通貨コミュニティ全体で議論の対象となっています。

量子コンピューティングのビットコインへの影響

記事では、量子コンピュータがビットコインエコシステムに与える具体的な影響につい
て詳しく分析しています。主な懸念事項は以下の通りです。

秘密鍵の漏洩リスク: 現在のビットコインのセキュリティモデルでは、一度公開鍵が
トランザクションに使用されると、その公開鍵から秘密鍵を量子コンピュータが推測
できる可能性があります。これにより、ウォレットの資金が不正に送金されるリスク
が生じます。

マイニングへの影響: 量子コンピュータがSHA-256ハッシュ関数を高速化できるとい
う誤解がある一方で、グローバーのアルゴリズムはハッシュ関数の逆算を若干高速化
するものの、ビットコインマイニングを大幅に効率化するほどの威力はありません。
しかし、将来的な量子アルゴリズムの進化は不確実です。

「Harvest Now, Decrypt Later」攻撃: 現在行われる暗号化された通信やトランザク
ションが、将来的に実用的な量子コンピュータが登場した際に解読される可能性。こ
れは、ビットコインの過去の取引のプライバシーにも影響を及ぼす可能性がありま
す。

これらの潜在的脅威は、ビットコインの長期的な安全性を確保するために、事前対策が
必要であることを示唆しています。



ポスト量子暗号（PQC）による対策と展望

このような量子脅威に対処するため、暗号通貨コミュニティはポスト量子暗号（PQC）
ソリューションの開発と導入に注力しています。PQCは、量子コンピュータに対しても
安全性を保つように設計された新しい暗号アルゴリズムです。記事では、以下の主要な
対策が検討されていることを強調しています。

PQCへの移行: NIST（米国国立標準技術研究所）が標準化を進めるPQCアルゴリズム
を、ビットコインや他のブロックチェーンに統合するロードマップの策定。

ハイブリッド暗号方式: PQCが完全に成熟するまでの間、既存の古典暗号とPQCを併
用するハイブリッドアプローチの採用。

量子セキュアなウォレットの開発: 量子耐性のある署名方式やアドレス生成方式を採
用した新しいタイプのウォレットの開発。

ビットコインコミュニティは、短期的なリスクは低いとしつつも、将来の「量子デイ
（Q-Day）」に備え、長期的なセキュリティとレジリエンスを確保するための積極的な
取り組みを続けています。これは、分散型金融システムの未来の強靭性を理解する上で
極めて重要な議論であり、暗号通貨利用者に対し量子安全なソリューションへの移行を
検討するよう促す時宜を得た警告となります。

元記事: https://www.mexc.com/news/1048519

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mexc.com/news/1048519


世界の量子技術投資動向と国家戦略の最新情報

概要

主要な経済誌における最近のレポートや分析は、世界の量子技術への投資が引き続き
急増しており、各国が競争力を確保するために国家戦略を更新していることを示して

います。米国、英国、ドイツ、フランス、オランダなどの国々は、量子研究、インフ
ラ開発、人材育成にますます多額の資金を投入しています。これらの投資は、防衛、
金融から医療、材料科学まで、さまざまな産業に革命をもたらす量子コンピューティ

ングの可能性を認識していることに牽引されています。国家戦略には、官民パートナ
ーシップ、学術連携、量子スタートアップ育成のためのイニシアチブが含まれること
が多いです。

公開日 2026-04-18 から 2026-04-25  複数情報源より推測  アメリカ、イギリス、ドイツ、フ
ランス、オランダ



詳細

量子技術の戦略的価値の高まり

量子技術は、その革新的な可能性から、21世紀の地政学的・経済的競争において極めて
重要な分野として認識されています。量子コンピューティング、量子通信、量子センシ
ングといった技術は、現在の古典的な技術では解決できない複雑な問題に対処する能力
を持つため、世界中の政府や産業界が莫大な投資を行っています。この投資ブームは、
国家の経済成長、安全保障、技術的優位性を確保するための戦略的な動きの一環として
推進されています。

世界の投資動向と主要国の戦略

2026年4月時点の最新情報によると、世界の量子技術への投資は継続的に増加してお
り、特に以下のような主要国が積極的な国家戦略を展開しています。

アメリカ: 国家量子イニシアティブ（NQI）の下、数兆円規模の投資を行い、学術
界、産業界、政府機関が連携するエコシステムを構築。ハードウェア開発、アルゴリ
ズム研究、人材育成に重点。

イギリス: 国家量子技術プログラムを通じて、大学や企業への研究資金提供、量子ハ
ブの設立を推進。特に量子通信とセンシング技術に強み。

ドイツ: 欧州連合全体の取り組みと並行し、国家レベルで量子技術ロードマップを策
定。量子コンピューティングの構築と産業応用、耐量子暗号の開発に注力。

フランス: 国家量子戦略の下、数十億ユーロを投資し、量子技術研究の拠点化を目指
す。特にイオントラップ型量子コンピュータや超伝導型量子コンピュータの開発を支
援。

オランダ: QuTechのような世界トップクラスの研究機関を擁し、量子コンピューティ
ングと量子インターネットの研究開発をリード。産学連携によるイノベーション創出
に積極的。

これらの国々は、官民パートナーシップ、学術機関との共同研究、そして量子技術スタ
ートアップ企業への支援を通じて、量子技術エコシステムの発展を加速させています。
投資の多くは、基礎研究から応用研究、そして最終的な商業化へと繋がる幅広いフェー
ズをカバーしています。



今後の展望と国際競争

世界の量子技術投資は今後も加速すると見込まれ、各国間の技術競争はさらに激化する
でしょう。この分野でのリーダーシップを確立することは、将来の経済的繁栄と国家安
全保障に直結するため、各国は戦略的な優位性を確保するためにあらゆる手段を講じて
います。

技術的ブレークスルーの期待: 大規模な投資は、より高性能な量子プロセッサ、より
安定した量子ビット、そして実用的な量子アルゴリズムの早期開発を促進します。

産業応用への拡大: 金融サービス、医薬品開発、物流最適化、新素材開発など、多様
な産業分野で量子技術の応用が進むことが期待されます。

国際協力と標準化: 競争と同時に、耐量子暗号の標準化など、特定の分野では国際的
な協力も不可欠となり、技術の相互運用性とセキュリティが確保されるでしょう。

量子技術はまだ初期段階にあるものの、その変革的な可能性は、世界のイノベーション
地図を塗り替える力を持っています。このため、各国の投資動向と戦略は、今後の技術
発展と市場形成に極めて重要な影響を与え続けるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



超伝導量子ビットのコヒーレンス時間改善、性能限界を押
し上げる

概要

研究者たちは、超伝導量子ビットの性能限界を継続的に押し上げており、最近の進歩
はコヒーレンス時間の延長とエラー率の低減に焦点を当てています。コヒーレンスの
向上は、量子情報がより長期間維持されることを可能にするため、より安定した強力

な量子プロセッサを構築する上で不可欠です。これらの継続的な努力には、材料科
学、極低温工学、および制御技術における革新が含まれています。コヒーレンス時間
の延長は、より複雑な量子アルゴリズムを高忠実度で実行できる能力に直接つながり

ます。

公開日 2026-04-18 から 2026-04-25  複数の研究情報源より推測  アメリカ、オランダ



詳細

背景：超伝導量子ビットの重要性と課題

超伝導量子ビットは、GoogleやIBMといった主要な量子コンピューティング開発企業が
採用している主要なハードウェアプラットフォームの一つです。その特徴は、微細加工
技術との親和性が高く、比較的高いスケーラビリティが期待できる点にあります。しか
し、超伝導量子ビットを含む全ての量子ビットは、外部環境からのノイズに非常に敏感
であり、「コヒーレンス時間」と呼ばれる量子状態が安定して維持される期間が短いと
いう根本的な課題を抱えています。コヒーレンス時間が短いと、複雑な量子アルゴリズ
ムを実行する前に情報が失われ、計算エラーが発生しやすくなります。このため、コヒ
ーレンス時間を延長し、エラー率を低減することは、実用的な量子コンピュータを実現
するための最も重要な研究課題の一つとされています。

コヒーレンス時間延長のための技術的進歩

近年の研究では、超伝導量子ビットのコヒーレンス時間を飛躍的に改善するための多岐
にわたる技術革新が進められています。主要な進歩は以下の領域に見られます。

材料科学の革新: 量子ビットを構成する超伝導材料の純度向上や、基板材料と界面の
欠陥低減により、デコヒーレンスの主要な原因となるエネルギー散逸を抑制。

回路設計の最適化: 量子ビットの幾何学的形状や結合方法を最適化することで、外部
ノイズに対する感度を低減し、より堅牢な量子ビット設計を実現。例えば、3D集積
化やトランスモン型量子ビットの改良など。

極低温技術の進化: 希釈冷凍機などの極低温環境をさらに安定化・低温化すること
で、熱ノイズの影響を最小限に抑え、コヒーレンス時間を延長。

制御技術の高度化: 量子ビットを操作するマイクロ波パルスの精度向上や、量子誤り
訂正コードとの連携により、操作中のエラー発生率を低減し、実効的なコヒーレンス
時間を改善。

これらの技術的進歩は、個々の量子ビットの性能向上だけでなく、将来のマルチ量子ビ
ットシステムにおける性能向上にも直接的に寄与しています。

影響と今後の展望

超伝導量子ビットのコヒーレンス時間と忠実度の向上は、量子コンピューティングの分
野に広範な影響をもたらします。



より複雑なアルゴリズムの実装: コヒーレンス時間が長くなることで、より多くの量
子ゲート操作を連続して実行できるようになり、ショアのアルゴリズムやグローバー
のアルゴリズムなど、現在の古典コンピュータでは困難な複雑な量子アルゴリズムの
実装が可能に。

耐障害性量子コンピュータへの道: エラー率の低減は、量子誤り訂正を実現するため
に必要な物理量子ビットの数を削減する上で重要です。これにより、耐障害性量子コ
ンピュータの実現時期が早まる可能性があります。

新たなアプリケーションの開拓: 安定した量子プロセッサは、材料科学における分子
シミュレーション、金融モデリング、人工知能の最適化など、様々な分野での新しい
量子アプリケーションの開発を加速させます。

超伝導量子ビットは、量子コンピューティングの主要な研究分野であり続けており、こ
れらの継続的な性能向上は、量子技術が社会に与える影響をより現実的なものとしてい
ます。今後は、さらに多くの量子ビットを高いコヒーレンスを保ちながら集積する技術
が焦点となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



量子スタートアップへの資金調達と戦略的パートナーシッ
プが産業成長を加速

概要

量子スタートアップエコシステムは、新たな資金調達ラウンドと戦略的パートナーシ
ップが産業の著しい成長を牽引し、引き続き活発な活動を見せています。ベンチャー
キャピタル企業やコーポレート投資家は、ハードウェア、ソフトウェア、およびアプ

リケーションを開発する革新的な量子企業への支援を増加させています。これらの投
資は、画期的な研究を商業的に実行可能な製品やサービスへと転換するために不可欠
です。スタートアップと既存のテクノロジー大手や政府機関との戦略的提携も一般的

になっており、開発と市場浸透を加速させています。

公開日 2026-04-18 から 2026-04-25  複数の産業レポートより推測  アメリカ、イギリス



詳細

量子産業成長の原動力

量子技術は、その黎明期にもかかわらず、計り知れない潜在能力を秘めているため、世
界の投資家や企業から多大な関心を集めています。基礎研究からの成果を実用化し、商
業的な成功に繋げるためには、多額の資金と専門知識が必要不可欠です。この文脈にお
いて、量子技術に特化したスタートアップ企業が重要な役割を担っており、これらの企
業への資金流入と、大手企業や政府機関との戦略的パートナーシップが、量子産業全体
の成長を加速させる主要な原動力となっています。

活発な資金調達とパートナーシップの具体例

最近の動向として、量子スタートアップへの資金調達活動は非常に活発であり、多岐に
わたる種類の投資が見られます。

ベンチャーキャピタル（VC）からの投資: シードラウンドからシリーズA、Bといっ
た段階まで、多くのVCが有望な量子ハードウェア、ソフトウェア、アプリケーショ
ン開発企業に積極的に投資。これは、長期的な成長ポテンシャルと将来の市場をリー
ドする企業を見出す狙いがあります。

コーポレートベンチャーキャピタル（CVC）と戦略的投資: 既存のテクノロジー大手
（例: IBM、Google、Microsoft、Intelなど）は、自社の量子エコシステムを強化する
ため、あるいは特定の技術を獲得するために、量子スタートアップへの直接投資や買
収を進めています。

政府機関との連携: 各国の政府は、国家戦略の一環として量子技術開発を支援してお
り、スタートアップが政府系の研究資金を獲得したり、国防やインフラ関連のプロジ
ェクトに参画したりする機会が増加しています。

産業界との戦略的提携: 量子スタートアップは、金融、製薬、自動車、エネルギーな
ど、特定の産業分野の企業と提携し、ユースケースの検証、概念実証（PoC）、そし
て実用的な量子ソリューションの開発を共同で進めています。これにより、市場への
適合性が高まり、商業化への道筋が明確になります。

これらの資金とパートナーシップは、研究開発を加速させ、市場投入までの時間を短縮
し、量子技術の普及を促進する上で不可欠です。



産業成長への影響と今後の展望

量子スタートアップへの継続的な資金調達と戦略的パートナーシップの拡大は、量子コ
ンピューティング産業に複数のポジティブな影響をもたらします。

技術革新の加速: 潤沢な資金は、量子ハードウェアの性能向上、新しい量子アルゴリ
ズムの開発、そしてスケーラブルな量子ソフトウェアプラットフォームの構築を促進
します。

市場の成熟化: 資金流入は、多様なアプリケーションの開発を可能にし、初期段階の
市場を成熟させ、より多くの企業が量子技術を採用するきっかけとなります。

人材の確保と育成: スタートアップの成長は、量子科学者、エンジニア、開発者とい
った専門人材の需要を高め、この分野でのキャリアパスを魅力的なものにします。

エコシステムの多様化: 競争と協力が促進され、様々な技術アプローチやビジネスモ
デルを持つ企業が共存する、より多様で強靭な量子エコシステムが形成されます。

この傾向は、量子技術がサイエンスフィクションの領域から、現実の経済に影響を与え
る重要な産業へと進化していることを示しています。今後も、この資金とパートナーシ
ップの潮流が、量子コンピューティングの主流採用をさらに加速させるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



SDT社がNVIDIA NVQLinkを介し韓国初の商用量子AIハイ
ブリッドデータセンターを開設

概要

SDT社は、ソウル江南に韓国初の民間主導型量子AIハイブリッドデータセンター
「Kreo」を開設しました。これは、学術研究から商用量子サービスへの重要な転換点
となります。この施設は、20量子ビットの超伝導量子コンピュータ「Kreo」とNVIDIA

DGX B200 GPUサーバーが完全に統合されており、SDTのハイブリッド量子クラウドプ
ラットフォーム「QuREKA」によって管理されます。GPUが前処理を担い、Kreoが量子
カーネルを実行することで、材料科学、物流、金融リスク最適化といった産業応用を

目指します。

公開日 2026年04月18日  Quantum Computing Report  韓国



詳細

背景：量子コンピューティングの商用化の動き

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力により、古典コンピュータでは解決困
難な問題に対する新たなアプローチを提供します。しかし、これまでの研究開発は主に
大学や国家研究機関が主導し、その商用化や産業応用は限定的でした。特に韓国では、
量子技術の国家戦略が急速に進められる中で、学術的な成果を実社会の課題解決に繋げ
るための商業インフラの構築が急務となっていました。AI技術が様々な分野で実用化さ
れる中、量子コンピュータとAIのハイブリッド活用は、次世代の計算パラダイムとして
期待されています。

SDT社による画期的なデータセンター開設

韓国のSDT社は、ソウル江南地区に「Kreo」と名付けられた韓国初の民間主導型量子AI

ハイブリッドデータセンターを設立しました。これは、量子コンピューティングが研究
室の領域を超え、商業サービスとして提供される重要なマイルストーンとなります。こ
のデータセンターの主要な特徴は以下の通りです。

Kreo量子コンピュータ: 20量子ビットの超伝導量子コンピュータを搭載しており、こ
れは商用利用を前提とした設計です。

NVIDIA DGX B200 GPUサーバーとの統合: NVIDIAのNVQLink技術を介して、高性能
GPUサーバーと量子コンピュータが密接に連携。GPUがデータの前処理や古典計算を
高速に行い、量子コンピュータが特定の量子計算（量子カーネル）を実行するハイブ
リッド型アプローチを採用しています。

QuREKAプラットフォーム: SDTが開発したハイブリッド量子クラウドプラットフォ
ーム「QuREKA」が、古典コンピューティングリソースと量子コンピューティングリ
ソース間のワークロードを効率的にオーケストレーションします。

フルスタック環境: ハードウェアからソフトウェア、クラウドサービスまでを一貫し
て提供する「フルスタック」環境を構築し、ユーザーは複雑なインフラ構築なしに量
子AIハイブリッド計算を利用できます。

この施設は、学術的な探求だけでなく、具体的な産業課題解決に焦点を当てています。



産業応用と今後の展望

SDTのこの取り組みは、韓国における量子技術の実用化を大きく加速させる可能性を秘
めています。対象となる産業応用分野は広範に及びます。

材料科学: 新素材の開発における分子構造シミュレーションや特性予測の高速化。

物流最適化: 複雑なサプライチェーン問題や経路最適化問題の効率的な解決。

金融リスク最適化: 金融市場のモデリング、ポートフォリオ最適化、リスク管理の精
度向上。

創薬: 新薬開発における分子ドッキングシミュレーションやタンパク質フォールディ
ング解析の加速。

SDTは、2026年後半には64量子ビットの超伝導システムを導入し、さらに2027年までに
フォトニック集積回路（PIC）量子コンピュータの開発を目指すという野心的なロード
マップも提示しています。これは、グローバル市場におけるスケーラブルな量子AIイン
フラを確立し、韓国が量子技術の商業化において主導的な役割を果たすという強い意志
を示しています。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/sdt-launches-koreas-first-commercial-quantum-ai-

hybrid-data-center-via-nvidia-nvqlink/

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumcomputingreport.com/sdt-launches-koreas-first-commercial-quantum-ai-hybrid-data-center-via-nvidia-nvqlink/
https://quantumcomputingreport.com/sdt-launches-koreas-first-commercial-quantum-ai-hybrid-data-center-via-nvidia-nvqlink/


NVIDIA、量子プロセッサ校正・誤り訂正を支援するオー
プンソースAIモデル「Ising」を発表

概要

NVIDIAは、量子プロセッサの校正と量子誤り訂正を加速するためのオープンソースAI

モデル「NVIDIA Ising」ファミリーを発表しました。この取り組みは、量子コンピュー
タの実用化を阻む主な要因である量子ビットの不安定性とノイズという課題を克服す

ることを目的としています。Isingモデルは、これまで手作業で行われてきた量子プロ
セッサの校正作業を自動化・最適化し、リアルタイムでの誤り訂正を支援します。
NVIDIAは、このオープンモデルを通じて、広範な研究者や企業がAIを活用したワーク

フローでスケーラブルかつ高性能な量子システムを構築することを奨励しています。

公開日 2026年04月18日  Ledge.ai  日本



詳細

量子コンピューティングの実用化を阻む課題

量子コンピューティングは、その革新的な計算能力で未来のテクノロジーとして大きな
期待が寄せられていますが、実用化には依然として多くの技術的課題が立ちはだかって
います。最も主要な課題の一つが、量子ビットの「不安定性」と「ノイズ」です。量子
ビットは外部環境からのわずかな干渉によって量子状態が崩壊しやすく（デコヒーレン
ス）、これが計算エラーの大きな原因となります。これを解決するためには、高精度な
「量子プロセッサの校正（キャリブレーション）」と「量子誤り訂正」が不可欠です
が、これらは非常に複雑で時間のかかる作業であり、熟練した専門家による手作業に大
きく依存していました。このボトルネックが、量子システムの開発を遅らせ、大規模化
を困難にしています。

NVIDIAが提案するAI駆動型ソリューション「Ising」

この課題に対し、グラフィック処理ユニット（GPU）およびAI技術の世界的リーダーで
あるNVIDIAは、オープンソースのAIモデルファミリー「NVIDIA Ising」を発表しまし
た。このモデルは、量子プロセッサの校正プロセスと量子誤り訂正の効率化をAIによっ
て劇的に加速することを目的としています。Isingモデルの主な特徴と目的は以下の通り
です。

自動化された高精度校正: AIが量子プロセッサの動作データを学習し、最適な校正パ
ラメータを自動的に特定・調整することで、従来の専門家による手動調整よりも迅速
かつ高精度な校正を実現します。

リアルタイム誤り訂正の支援: 量子ビットのエラーパターンをAIがリアルタイムで検
出し、誤り訂正回路へのフィードバックを最適化することで、量子計算の忠実度
（Fidelity）を向上させます。

オープンソースによるエコシステム促進: モデルをオープンソースとして公開するこ
とで、世界中の研究者や開発者がIsingモデルを活用し、各自の量子システム開発に
組み込むことを奨励。これにより、量子エコシステム全体のイノベーションを加速さ
せます。

NVIDIAの量子プラットフォームとの連携: NVIDIAが開発する量子シミュレーション
プラットフォーム（例: cuQuantum）やGPUハードウェアとの連携を前提とし、AIと
量子計算のシームレスな統合を目指します。



この発表は、AI技術が量子コンピューティングの発展における「イネーブラー（実現技
術）」として、その役割を強化していることを示しています。

産業への影響と今後の展望

NVIDIAのIsingモデルの登場は、量子コンピューティングの商業化と実用化に向けた重
要な進展となります。その影響は多岐にわたります。

開発期間の短縮とコスト削減: 量子プロセッサの校正と誤り訂正の自動化は、開発サ
イクルを短縮し、開発にかかるコストとリソースを大幅に削減します。これにより、
より多くの企業や研究機関が量子ハードウェア開発に参入しやすくなります。

スケーラビリティの向上: AIによる効率的な管理は、より多くの量子ビットを搭載し
た大規模な量子プロセッサの構築を可能にし、耐障害性量子コンピュータの実現に寄
与します。

量子エコシステムの活性化: オープンソースモデルの提供は、量子アルゴリズム開発
者やアプリケーション開発者が、より安定した量子バックエンドを利用できるように
なるため、新しい量子アプリケーションの創出を促進します。

NVIDIAの量子分野での影響力拡大: GPUとAI技術で築き上げた優位性を量子コンピュ
ーティング分野にも拡大することで、NVIDIAは未来の計算パラダイムにおける中心
的なプレイヤーとしての地位をさらに強化するでしょう。

Isingモデルは、量子コンピューティングが抱える最も困難な技術的障壁の一つに対し、
AIという強力なツールでアプローチするものであり、量子実用化の加速に大いに貢献す
ることが期待されます。

元記事: https://ledge.ai/articles/nvidia_ising_quantum_ai_models_open_release

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ledge.ai/articles/nvidia_ising_quantum_ai_models_open_release


台湾中央研究院、NVIDIAのAIモデルを導入し量子プロセ
ッサ校正技術を推進

概要

台湾の中央研究院は、NVIDIAとの連携により、量子プロセッサの自動校正技術に
NVIDIA IsingシリーズのAIモデルを導入しました。この協業は、量子チップの量産化に
向けた重要な基盤を築き、試験効率とシステムのスケーラビリティを大幅に向上させ

ることを目指しています。これまで手作業に頼っていた量子処理ユニット（QPU）の
校正プロセスは非効率的でしたが、AI駆動型校正を統合することで、QPUの製造およ
び試験開発プロセスが加速されると期待されます。このアプローチは、現在のハード

ウェア能力と実用的な量子アプリケーション実現のギャップを効果的に埋めるもので
す。

公開日 2026年04月17日  中央社 (CNA)  台湾



詳細

背景：量子チップ製造における校正の課題

量子コンピューティングは次世代の計算技術として期待されていますが、その中心とな
る量子処理ユニット（QPU）の製造プロセスには、極めて高い精度と複雑な調整が必要
です。QPUを構成する量子ビットは非常にデリケートであり、個々の量子ビットの特性
や相互作用は環境の変化に敏感であるため、常に厳密な「校正（キャリブレーショ
ン）」が求められます。これまで、この校正作業は熟練した技術者の手作業や、反復的
なプログラムによって行われてきましたが、量子ビット数が増えるにつれてその複雑性
と時間が指数関数的に増加し、大規模QPUの効率的な製造や運用における大きなボトル
ネックとなっていました。特に、量子チップの「量産」を視野に入れると、この手作業
プロセスは非現実的であり、自動化された高効率な校正技術が不可欠でした。

台湾中央研究院とNVIDIAの協業

台湾の最高学術研究機関である中央研究院は、この課題を解決するために、AI分野で世
界をリードするNVIDIAと協力し、NVIDIAのIsingシリーズAIモデルを量子プロセッサの
自動校正技術に導入することを発表しました。このパートナーシップは、以下の主要な
目的とアプローチに基づいています。

AI駆動型校正の導入: NVIDIA Isingモデルは、量子システムの膨大な測定データから
量子ビットの特性を学習し、最適な校正パラメータをAIが自動的に導き出すことで、
校正プロセスを高速化・高精度化します。

GPUとQPUの統合アーキテクチャ: NVIDIAの高性能GPUがAIモデルの実行と古典制御
システムの演算を担い、QPUとの連携を強化。これにより、リアルタイムでのフィー
ドバックループと適応的な校正が可能になります。

スケーラビリティの向上: AIによる自動化は、より多くの量子ビットを搭載したQPU

の校正を効率的に行えるため、量子チップ製造のスケーラビリティを大幅に向上させ
ます。

中央研究院は、この技術導入により、量子チップの製造からテストまでの開発期間を短
縮し、台湾の半導体産業における強みを量子技術分野にも応用することを目指していま
す。



台湾の量子技術開発への影響と展望

中央研究院とNVIDIAのこの協業は、台湾の量子技術開発において戦略的に重要な意味を
持ちます。

量子チップ量産の加速: 自動校正技術の確立は、将来的な量子チップの量産化に向け
た技術的障壁を低減し、台湾がグローバルな量子サプライチェーンにおける主要なプ
レイヤーとなる可能性を高めます。

学術・産業連携の強化: 台湾の学術研究機関と国際的なテクノロジー企業との協力
は、最先端技術の研究開発を加速させるだけでなく、産業界への技術移転を促進しま
す。

量子エコシステムの発展: 高効率なQPU製造技術は、量子ハードウェア、ソフトウェ
ア、アプリケーション開発全体のエコシステムを活性化させ、台湾の量子技術におけ
る国際的な競争力を強化します。

この取り組みは、台湾がその強みである半導体製造技術を量子コンピューティング分野
に応用し、世界の量子技術開発において独自の地位を築こうとする明確な意思を示して
います。

元記事: https://www.cna.com.tw/news/ahel/202604170226.aspx

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cna.com.tw/news/ahel/202604170226.aspx


韓国国民大学とArion社が量子セキュア衛星通信リンクの
実証に成功

概要

韓国国民大学の研究チームは、衛星通信プロバイダーのArion Communicationと協力
し、次世代のセキュア通信システムの実証に成功しました。このシステムは、低地球
軌道衛星リンクとポスト量子暗号（PQC）を統合したもので、量子ネットワークにお

ける大きな進歩となります。ハイブリッドセキュリティアーキテクチャは、有線セグ
メントには量子鍵配送（QKD）を、無線リンクにはPQCアルゴリズム（ML-KEMおよ
びML-DSA）を利用し、エンドツーエンドの暗号化通信チェーンを構築します。この設

計は、「今収集して後で解読する（Harvest Now, Decrypt Later）」攻撃に対抗するた
めに特別に考案されました。

公開日 2026年04月21日  The Korea Times  韓国



詳細

背景：次世代通信における量子セキュリティの重要性

現代のデジタル通信は、暗号技術によってその安全性が担保されていますが、将来的に
実用的な量子コンピュータが登場すると、現在広く使われている公開鍵暗号システムが
容易に破られる危険性が指摘されています。この「量子脅威」は、特に国家の機密通
信、防衛システム、金融インフラにおいて深刻な影響を及ぼす可能性があります。特に
衛星通信のような長距離・広域の通信においては、物理的なセキュリティ確保が難し
く、暗号技術への依存度が高いことから、量子セキュアな通信技術の開発は喫緊の課題
となっています。また、暗号化されたデータを現在収集しておき、将来の量子コンピュ
ータで解読する「Harvest Now, Decrypt Later」攻撃への対策も求められています。

韓国国民大学とArion社による画期的な実証

韓国国民大学の研究チームは、衛星通信企業Arion Communicationとの共同研究によ
り、低地球軌道（LEO）衛星通信とポスト量子暗号（PQC）を組み合わせた次世代のセ
キュア通信システムの実証に成功しました。このシステムは、量子ネットワークの構築
に向けた重要な一歩であり、ハイブリッドなセキュリティアーキテクチャを採用してい
る点が特徴です。

ハイブリッド暗号方式:

有線セグメント: 地上ネットワークなどの有線区間には、物理法則に基づいた究極
の安全性を誇る「量子鍵配送（Quantum Key Distribution, QKD）」を利用し、秘
匿性の高い鍵を共有します。

無線セグメント: LEO衛星との間などの無線区間には、量子コンピュータにも耐性
があるとされる「ポスト量子暗号（PQC）」アルゴリズム、具体的にはNIST標準
化候補であるML-KEM (Key Encapsulation Mechanism) とML-DSA (Digital

Signature Algorithm) を適用しています。

エンドツーエンドのセキュア通信: QKDとPQCを組み合わせることで、通信経路全体
にわたる強力な暗号化を実現し、量子攻撃に対する耐性を確保します。

「Harvest Now, Decrypt Later」攻撃への対抗: PQCの導入により、現在傍受された
データが将来量子コンピュータで解読されるリスクを軽減します。

この実証は、異なる量子セキュリティ技術を組み合わせることで、現実的な通信環境に
おける量子安全性を確保する具体的な方法を示したものです。



影響と今後の展望

今回の実証成功は、韓国および世界の量子セキュリティ分野に多大な影響をもたらすで
しょう。

防衛通信への応用: 国民大学は、この技術を防衛通信、衛星ベースの戦場システム、
および有人・無人チームプラットフォームへの展開を計画しています。これは、軍事
通信の安全性と信頼性を劇的に向上させる可能性を秘めています。

「量子キャンパス」の推進: 同大学は、研究、テスト、商業化のための「量子キャン
パス」の開発を加速させることで、量子セキュリティ分野における人材育成とイノベ
ーションをさらに推進する予定です。

国際標準化への貢献: QKDとPQCのハイブリッド利用は、将来のセキュア通信システ
ムの国際標準化議論において重要な参考となる可能性があります。

宇宙セキュリティの強化: LEO衛星通信における量子耐性の確保は、宇宙インフラの
セキュリティを強化し、国家の宇宙戦略にも貢献します。

この取り組みは、韓国が量子技術の実用化、特に国家安全保障という重要分野での応用
において、国際的なリーダーシップを目指していることを明確に示しています。

元記事: https://www.koreatimes.co.kr/southkorea/20260421/kookmin-university-arion-demonstrate-

quantum-secure-satellite-link

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.koreatimes.co.kr/southkorea/20260421/kookmin-university-arion-demonstrate-quantum-secure-satellite-link
https://www.koreatimes.co.kr/southkorea/20260421/kookmin-university-arion-demonstrate-quantum-secure-satellite-link


韓国、世界で最も積極的な量子技術国家計画を始動：23億
ドルの投資と主要企業の参画

概要

韓国は、専用の量子法と大統領レベルの国家戦略委員会を特徴とする、世界でも類を
見ないほど積極的な国家量子技術計画を立ち上げました。この計画には、10年間で23

億ドルの投資がコミットされ、国内でのポスト量子暗号（PQC）競争も実施されてい

ます。サムスン、LGエレクトロニクス、SKテレコム、現代自動車といった主要産業企
業も量子技術の進展に向けて動員されています。

公開日 2026年04月24日  Medium  韓国



詳細

背景：量子技術における国際競争の激化

量子コンピューティング、量子通信、量子センシングといった量子技術は、国家の経済
成長、安全保障、技術的優位性を左右する戦略的技術として、世界各国で激しい開発競
争が繰り広げられています。米国、欧州、日本、中国などが大規模な国家戦略を打ち出
す中、韓国もまた、この競争において主導的な地位を確立しようと、国家を挙げての積
極的な取り組みを開始しました。従来の技術的ギャップを埋め、未来のテクノロジーリ
ーダーとしての地位を確立することが、この計画の背景にあります。

韓国の野心的な国家量子技術計画

韓国は、世界で最も野心的かつ包括的な量子技術国家計画を始動させたと報じられてい
ます。この計画の主要な要素は以下の通りです。

専用の量子法と国家戦略委員会: 量子技術の推進に特化した法律を制定し、大統領直
属の国家戦略委員会を設置することで、政策決定と実行の迅速化、および国家レベル
での強力な推進体制を確立。

大規模な投資コミットメント: 10年間で総額23億ドル（約3500億円以上）という巨額
の予算を量子技術の研究開発に投じることを決定。これは、基礎研究から応用、産業
化までを網羅する幅広い取り組みを可能にします。

国内PQC競争の実施: ポスト量子暗号（PQC）技術の開発と標準化を加速するため、
国内企業や研究機関によるPQCアルゴリズム競争を実施。これにより、自国のニーズ
に合ったセキュアなPQCソリューションの確立を目指します。

主要産業企業の参画: サムスン電子、LGエレクトロニクス、SKテレコム、現代自動車
といった韓国を代表する大手企業が、それぞれ量子コンピューティング、量子通信、
量子センサー、およびPQCの分野で研究開発に本格的に参画。これにより、技術の商
業化と実社会への応用が加速されます。

具体的な技術目標:

ハイブリッド量子-古典コンピュータの配備。

1,000量子ビット級の量子コンピュータ開発目標。

国産PQCアルゴリズムの開発。

GPSに依存しない軍事ナビゲーションシステムの開発。



これらの取り組みは、科学、社会、国家主権を統合する多角的なアプローチによって、
量子技術分野での飛躍的な進歩を目指す韓国の強い意志を示しています。

影響と今後の展望

韓国のこの積極的な量子技術計画は、国内外に大きな影響を及ぼすことが予想されま
す。

グローバルリーダーシップの追求: 大規模な投資と政府・産業・学術の一体的な取り
組みにより、韓国は量子技術分野における主要なグローバルリーダーとしての地位を
確立しようとしています。

産業イノベーションの促進: 主要企業が参画することで、量子技術の産業応用が加速
し、新しい製品やサービスの創出、既存産業の変革が期待されます。

国家安全保障の強化: 国産PQCアルゴリズムやGPS非依存型ナビゲーションの開発
は、国家のサイバーセキュリティと防衛能力を強化する上で不可欠です。

人材育成とエコシステムの活性化: 巨額の投資は、量子科学者やエンジニアの人材育
成を加速させ、韓国国内の量子エコシステムをさらに活性化させるでしょう。

韓国の量子技術への前例のないペースと多次元的なアプローチは、量子時代における国
家の競争力を確保するためのモデルケースとして、世界の注目を集めることとなるでし
ょう。

元記事: https://medium.com/@senaaravichandran/korea-has-the-most-aggressive-quantum-

technology-plan-on-earth-ea231dc553b4

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://medium.com/@senaaravichandran/korea-has-the-most-aggressive-quantum-technology-plan-on-earth-ea231dc553b4
https://medium.com/@senaaravichandran/korea-has-the-most-aggressive-quantum-technology-plan-on-earth-ea231dc553b4


韓国Exgate社、国内初の耐量子暗号モジュールでKCMVP
認証を取得

概要

ネットワークセキュリティ専門企業のExgate社は、韓国国家情報院（NIS）から、ポス
ト量子暗号（PQC）ベースのハイブリッド暗号モジュールとして、国内初のKCMVP

（韓国暗号モジュール検証プログラム）認証を取得しました。PQCモジュールは、将

来の強力な量子コンピュータによる高度な攻撃からシステムを保護するために設計さ
れています。この認証は、昨年12月に国家ガイドラインが改訂されて以来初の承認で
あり、政府や公共機関でのPQC導入における重要な制度的・技術的ブレークスルーを

示しています。

公開日 2026年04月21日  The Asia Business Daily  韓国



詳細

背景：量子脅威と国家の暗号セキュリティ

量子コンピューティング技術の進展は、現在の公開鍵暗号システムに対する深刻な脅威
をもたらしており、将来的に実用的な量子コンピュータが登場すれば、デジタル署名や
鍵交換に用いられるアルゴリズムが破られる可能性があります。この「量子脅威」は、
特に政府機関、防衛産業、金融インフラなど、国家の機密情報を扱うシステムにとって
重大なセキュリティリスクとなります。これに対処するため、世界各国で量子コンピュ
ータにも耐性を持つ「ポスト量子暗号（PQC）」の研究開発と、その実装・導入に向け
た標準化および認証プログラムが進められています。韓国もまた、国家情報院（NIS）
が主導するKCMVP（Korea Cryptographic Module Validation Program）を通じて、国家
レベルでの暗号モジュールの安全性を確保する取り組みを強化しています。

Exgate社による画期的なKCMVP認証取得

ネットワークセキュリティの専門企業である韓国のExgate社は、ポスト量子暗号
（PQC）技術を組み込んだハイブリッド暗号モジュールで、韓国国家情報院（NIS）か
らKCMVP認証を国内で初めて取得しました。この認証は、以下の点で極めて重要な意味
を持ちます。

国内初のPQCベース認証: 昨年12月にPQCに関する国家ガイドラインが改訂されて以
来、Exgate社のモジュールがKCMVP認証を受けた最初の製品となります。これは、
韓国がPQCの国家レベルでの導入に向けた技術的・制度的準備が整いつつあることを
示します。

ハイブリッド暗号モジュール: Exgateのモジュールは、従来の古典暗号とPQCアルゴ
リズムを組み合わせたハイブリッド方式を採用しており、現在および将来の脅威の両
方に対応できる堅牢なセキュリティを提供します。

政府・公共機関への導入促進: KCMVP認証は、政府機関や公共機関が情報システムに
暗号モジュールを導入する際の必須要件です。今回の認証取得により、ExgateのPQC

モジュールはこれらの機関での採用が促進され、韓国の重要インフラの量子耐性が向
上します。

Exgate社は以前にも、ハードウェアベースの量子乱数発生器（QRNG）で国家認証を取
得しており、今回のソフトウェアベースのPQCモジュール認証は、同社の量子セキュリ
ティ製品ポートフォリオをさらに強化するものです。



影響と今後の展望

Exgate社のKCMVP認証取得は、韓国のサイバーセキュリティと量子耐性への取り組みに
大きな影響を与えるでしょう。

国家セキュリティの強化: 認証されたPQCモジュールの導入は、国家の重要インフラ
や機密情報を量子コンピュータによる攻撃から保護するための具体的な手段を提供
し、国家全体のサイバーセキュリティレベルを引き上げます。

PQC市場の成熟化: 政府による認証は、企業がPQCソリューションを開発・提供する
ための明確な指針とインセンティブとなり、韓国国内のPQC市場の成熟を加速させま
す。

次世代セキュリティ市場でのリーダーシップ: Exgate社は、今回の認証を足がかり
に、次世代セキュリティ市場、特に量子脅威に対抗する分野でのリーダーシップを目
指しています。同社の製品は、他の企業や国際機関にとっても参考となるモデルとな
りえます。

この進展は、量子時代に向けたセキュアなデジタル社会を構築するための、韓国の積極
的なアプローチを象徴するものです。

元記事: https://en.sedaily.com/news/2026/04/21/exgate-wins-koreas-first-kcmvp-certification-for-

quantum

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://en.sedaily.com/news/2026/04/21/exgate-wins-koreas-first-kcmvp-certification-for-quantum
https://en.sedaily.com/news/2026/04/21/exgate-wins-koreas-first-kcmvp-certification-for-quantum


量子通信スタートアップLQUOM、シリーズBラウンドの
2ndクローズを完了し量子インターネット実用化へ前進

概要

日本の量子通信インフラスタートアップであるLQUOM社は、シリーズBラウンドのセ
カンドクローズを完了したことを発表しました。同社は、量子インターネットの社会
実装を目指し、日本の量子光学および精密技術における強みを活かし、次世代インフ

ラの世界的パイオニアとなることを目指しています。量子インターネットは、将来の
安全な情報通信や分散型量子コンピューティングを支える重要な技術です。LQUOM

は、長距離での量子情報を維持・再生するために不可欠な量子通信システムや量子リ

ピーターの開発に注力しています。

公開日 2026年04月21日  PR TIMES  日本



詳細

背景：量子インターネットの必要性と日本の強み

現在のインターネットは、情報伝達の基盤として不可欠ですが、そのセキュリティは古
典的な暗号技術に依存しており、将来的な量子コンピュータの登場によって破られる可
能性があります。これに対し、量子インターネットは、量子物理の原理（重ね合わせ、
エンタングルメント）を利用して究極の安全性を備えた通信（量子鍵配送）や、地理的
に分散した量子コンピュータを接続する「分散型量子コンピューティング」を可能にす
る、次世代の情報通信インフラとして世界中で開発が進められています。日本は、長年
にわたる量子光学や精密計測技術の研究蓄積があり、この分野で国際的に高い競争力を
持っています。LQUOMは、この日本の強みを活かし、量子インターネットの社会実装
をリードすることを目指しています。

LQUOMの資金調達と技術開発戦略

日本の量子通信インフラを開発するスタートアップであるLQUOMは、シリーズBラウン
ドのセカンドクローズを成功裏に完了しました。この新たな資金調達は、同社の量子イ
ンターネット実現に向けた研究開発と事業拡大を加速させるものです。LQUOMの主要
な技術開発戦略は以下の通りです。

量子通信システム: 量子情報（量子ビット）を光子として効率的に送受信するための
ハードウェアおよびソフトウェアの開発。

量子リピーター: 量子状態は距離が長くなると減衰しやすいため、長距離通信を実現
するためには量子状態を維持・再生する「量子リピーター」が不可欠です。LQUOM

は、この技術の開発に特に注力しています。

テストベッドでの実証実験: 国内外のテストベッド（試験環境）での大規模な実証実
験を通じて、開発した技術の性能検証と実用化に向けた課題抽出を行います。

パートナーシップの強化: 大学、研究機関、通信事業者、IT企業などとの戦略的提携
を強化し、量子インターネットエコシステムを構築します。

この資金調達は、LQUOMが研究開発フェーズから社会実装フェーズへと移行するため
の重要なステップとなります。



社会への影響と今後の展望

LQUOMの量子インターネットの社会実装に向けた取り組みは、広範な社会・経済的影
響をもたらすことが期待されます。

究極の安全通信: 量子鍵配送を基盤とする量子インターネットは、国家の機密通信、
金融取引、個人データなど、最も機密性の高い情報の安全性を保証します。これによ
り、サイバー攻撃や情報漏洩のリスクを根本的に低減できます。

分散型量子コンピューティングの実現: 複数の離れた量子コンピュータを量子インタ
ーネットで接続することで、単一の量子コンピュータでは不可能な大規模な量子計算
が可能になり、より複雑な問題の解決に貢献します。

新たな産業の創出: 量子インターネットは、全く新しいサービスやアプリケーション
の創出を促し、情報通信産業だけでなく、防衛、医療、金融など様々な産業に革新を
もたらします。

日本の国際的地位向上: 量子インターネット分野での日本のリーダーシップは、世界
の情報インフラにおける日本の影響力を高め、技術主権の確立に貢献します。

LQUOMの取り組みは、まだ発展途上の技術ではありますが、その実用化は、私たちの
情報社会のあり方を根本から変える可能性を秘めています。今後、大規模なネットワー
ク構築と相互運用性の確保が主要な課題となるでしょう。

元記事: https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000045.000079736.html

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000045.000079736.html


韓国、量子プラットフォーム研究拠点コンソーシアムと大
学院が連携し人材育成を強化

概要

韓国の科学技術情報通信部が、量子プラットフォーム研究拠点コンソーシアムと量子
関連大学院が、量子技術分野の人材育成を強化するための合意を発表しました。この
覚書は、博士課程修了者に対して量子分野での明確なキャリアパスを確立し、継続的

な研究能力を育成することを目的としています。量子技術は、将来の産業、安全保
障、国家競争力にとって不可欠な国家戦略技術として位置づけられています。今回の
協力により、政府系研究所の研究拠点と大学院との連携が強化され、共同研究プロジ

ェクトや人材情報の共有、共同訓練プログラムが可能になります。

公開日 2026年04月23日  Digital Today  韓国



詳細

背景：量子技術分野における人材育成の喫緊性

量子コンピューティング、量子通信、量子センシングといった量子技術は、各国が国の
将来を左右する「戦略的技術」として位置付け、その開発競争を加速させています。し
かし、この分野は極めて専門性が高く、高度な知識とスキルを持つ人材が世界的に不足
しています。特に、基礎研究から応用研究、さらには産業化を推進できる博士レベルの
専門家は、量子エコシステムの発展に不可欠です。韓国もまた、量子技術のグローバル
リーダーを目指す中で、この人材不足というボトルネックを解消することが喫緊の課題
となっていました。

韓国の官学連携による人材育成強化

韓国の科学技術情報通信部は、この課題に対応するため、量子プラットフォーム研究拠
点コンソーシアムと国内の量子関連大学院が連携し、量子技術分野における人材育成を
強化する覚書（MOU）を締結したことを発表しました。この協力体制の主な目的と内
容は以下の通りです。

キャリアパスの明確化: 博士課程の修了者に対し、量子分野での研究者や専門家とし
ての明確なキャリアパスを提供し、学術界から産業界、または政府系研究機関への円
滑な移行を支援します。

継続的な研究能力の育成: 大学院での高度な教育に加え、研究拠点での実践的な経験
を積む機会を提供することで、次世代の研究リーダーを育成します。

共同研究プロジェクトの推進: 大学の研究室と政府系研究所の研究拠点が共同で研究
プロジェクトを実施し、最先端の課題解決に取り組みながら人材を育成します。

人材情報の共有と共同訓練プログラム: 両者が協力して人材情報を共有し、共同でワ
ークショップや訓練プログラムを企画・実施することで、知識とスキルの共有を促進
します。

主要大学の参加: 韓国大学、KAIST、浦項工科大学校（POSTECH）など、主要な大学
が量子コンピューティング、通信、センシングの各分野で博士レベルの人材育成に貢
献します。

この取り組みは、量子技術の研究開発と産業応用を両輪で推進するための、包括的な人
材戦略の一環です。



韓国の量子エコシステムへの影響と展望

この官学連携による人材育成強化は、韓国の量子技術エコシステムに多大な好影響をも
たらすことが期待されます。

研究開発能力の向上: 高度な専門知識を持つ博士人材の安定的な供給は、韓国の量子
技術に関する研究開発能力を飛躍的に向上させます。

産業界との連携強化: 訓練を受けた人材が産業界に流れることで、大学や研究機関で
生まれた知見がスムーズに商業化へと繋がりやすくなります。

国際競争力の強化: 質の高い量子人材の育成は、韓国がグローバルな量子技術競争に
おいて優位性を確立するための重要な要素となります。

持続可能な成長基盤の構築: 一時的な資金投入だけでなく、人材という最も重要なリ
ソースを育成することで、韓国の量子技術開発は持続可能な成長基盤を得ることがで
きます。

この戦略的な人材育成投資は、韓国が量子技術の未来を自ら切り開いていく上で不可欠
な要素であり、今後の成果に大きな期待が寄せられています。

元記事: https://www.digitaltoday.co.kr/en/view/50457/quantum-platform-research-hub-consortium-

and-quantum-graduate-schools-step-up-talent-training-cooperation

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.digitaltoday.co.kr/en/view/50457/quantum-platform-research-hub-consortium-and-quantum-graduate-schools-step-up-talent-training-cooperation
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リップル社、XRPLの耐量子暗号化に向けたロードマップ
を発表：2028年までの実装目標

概要

リップル社は、XRP Ledger（XRPL）が量子コンピュータの脅威に対抗するための多段
階ロードマップを発表し、2028年までにポスト量子（PQ）ソリューションの完全な実
装を目指すことを表明しました。現在の資産リスクは低いとしつつも、量子コンピュ

ーティングの進歩により既存の暗号方式が脆弱になる可能性を考慮し、長期的なセキ
ュリティ確保に向けた準備が不可欠であると強調しています。ロードマップには、PQ

ベースのゼロ知識証明を利用した新アカウントへの資産移行を目的とした「Q-Day」

緊急対応計画も含まれます。

公開日 2026年04月21日  あたらしい経済 (New Economy)  日本



詳細

背景：暗号通貨と量子脅威の増大

ビットコインやXRP Ledger（XRPL）といった主要な暗号通貨は、取引の正当性とセキ
ュリティを保証するために、現在のコンピュータでは事実上解読不可能とされる公開鍵
暗号システムに深く依存しています。しかし、量子コンピューティング技術の急速な発
展は、これらの暗号システムに潜在的な脅威をもたらすことが広く認識されています。
ショアのアルゴリズムのような強力な量子アルゴリズムは、理論上、現在の非対称暗号
を破ることができるため、暗号通貨のセキュリティモデルに対する根本的な見直しが必
要とされています。この「量子脅威」は、近い将来に量子コンピュータが登場しないと
しても、現在の暗号化されたデータが将来的に解読される「Harvest Now, Decrypt

Later」攻撃のリスクも伴うため、早期の対策が求められています。

リップル社のXRPL向け耐量子ロードマップ

XRP Ledger（XRPL）を開発するリップル社は、この量子脅威に対し、2028年までにポ
スト量子（PQ）ソリューションを完全に実装することを目指す多段階ロードマップを
公開しました。このロードマップは、XRPLの長期的なセキュリティと持続可能性を確保
するための戦略的な取り組みです。主要なフェーズは以下の通りです。

第1フェーズ：「Q-Day」緊急対応計画: 量子コンピュータによる攻撃が現実のもの
となった際の緊急事態に備え、PQベースのゼロ知識証明を活用して資産を新たな耐
量子性アカウントへ移行させる計画を策定。これは、最悪のシナリオに対する予防策
として非常に重要です。

第2フェーズ（2026年前半）：NIST推奨PQCの評価と実験: 米国国立標準技術研究所
（NIST）が標準化を進めるポスト量子暗号アルゴリズム（例: ML-DSA）を詳細に評
価し、XRPLのアルファネットワーク上でのプロトタイプ実装と実験を開始。

第3・第4フェーズ：PQ署名スキームの統合とプロトコル変更: devnet（開発者ネッ
トワーク）でのPQ署名スキームの統合、そして最終的には2028年までにネットワー
ク全体でのPQ署名展開に向けたプロトコル変更提案を目指します。また、その他の
暗号プリミティブのPQ互換性も探求します。

このロードマップは、リップル社が量子コンピューティングの脅威を真剣に受け止め、
技術的課題に積極的に対応していることを示しています。



暗号通貨エコシステムへの影響と展望

リップル社のこのロードマップ発表は、XRPLだけでなく、広範な暗号通貨エコシステム
全体に重要な影響を与えるでしょう。

セキュリティ標準の向上: XRPLのような主要なブロックチェーンがPQ対策を講じる
ことは、他の暗号通貨プロジェクトにも同様の対応を促し、業界全体のセキュリティ
標準を引き上げることに貢献します。

ユーザーと投資家の信頼維持: 量子脅威への事前対策は、長期的なユーザーの資産安
全性への信頼を確保し、暗号通貨市場の持続的な成長を支えます。

PQC技術の普及と実用化: 大規模なブロックチェーンシステムでのPQCの実装は、
PQCアルゴリズムの成熟と普及を加速させ、その実用化に向けた重要なステップとな
ります。

技術的課題と協力の促進: PQへの移行は複雑な技術的課題を伴いますが、リップル社
のオープンなロードマップは、研究者や開発者が協力して最適なソリューションを見
つけることを促進します。

量子コンピューティングの進歩は避けられない現実であり、リップル社のようなブロッ
クチェーンプロジェクトが、この未来の脅威に対し積極的に準備を進めることは、デジ
タル資産の安全性とブロックチェーン技術の持続可能性を確保する上で極めて重要で
す。

元記事: https://www.neweconomy.jp/posts/566915

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.neweconomy.jp/posts/566915


産業の未来：ポスト量子暗号から見る量子技術開発の動向
と展望

概要

この記事では、世界の量子技術の動向、特にポスト量子暗号（PQC）に焦点を当て、
台湾の戦略的立場を議論しています。量子コンピューティングの進歩が現在の非対称
暗号システムに重大な脅威を与えることを強調しており、これは金融、医療、国防に

不可欠です。台湾は、強固な半導体産業とソフトウェアの研究開発能力を活用して
「量子国家チーム」を結成しています。政府の「量子技術特別プロジェクト」は、5年
間で約80億台湾ドルを投資し、量子コンピューティング、通信、センシングに焦点を

当てています。

公開日 2026年04月22日  經濟日報 (Economic Daily News)  台湾



詳細

背景：量子優位性と暗号脅威

量子コンピューティング技術の急速な進展は、「量子優位性（ Quantum

Supremacy）」、すなわち古典的なスーパーコンピュータでは解決不可能な問題を量子
コンピュータが解決する能力が現実のものとなりつつあることを示しています。この進
歩は、現在のデジタル社会の基盤を支える公開鍵暗号システムに深刻な脅威をもたらし
ます。金融取引、医療記録、国家安全保障に関わる機密通信など、非対称暗号に依存す
るあらゆる情報が、将来的に強力な量子コンピュータによって解読されるリスクを抱え
ています。このため、量子コンピュータに対しても安全性を保つ「ポスト量子暗号
（PQC）」の開発と導入は、世界の主要国にとって喫緊の課題となっています。

台湾の量子技術開発戦略とPQCへの取り組み

台湾は、量子ハードウェア開発の初期段階では後発組でしたが、その強みである世界ト
ップクラスの半導体製造産業とソフトウェア研究開発能力を活かし、量子技術分野での
独自の戦略を推進しています。記事では、台湾が「量子国家チーム」を結成し、政府主
導の「量子技術特別プロジェクト」を立ち上げたことを強調しています。

投資規模と重点分野: 5年間で約80億台湾ドル（約380億円相当）を投資し、量子コン
ピューティング、量子通信、量子センシングの三つの主要分野に集中。

半導体産業との連携: 台湾の強みである低温超伝導部品、CMOS技術、光電子技術を
量子デバイス開発に応用し、「OEM思考」から「主要モジュールサプライヤー」へ
とシフトすることで、グローバルな量子エコシステムにおける独自のニッチを確立。

PQCの導入と標準化: デジタル発展部が主導し、金融、医療といった重要政府インフ
ラにおけるPQCへの移行スケジュールを評価。学術界やサイバーセキュリティ企業と
積極的に協力し、量子耐性アルゴリズムの現地でのテストを進めています。

台湾は、自国の産業優位性を量子技術に橋渡しすることで、国際的な量子競争において
存在感を示すことを目指しています。

産業への影響と今後の展望

台湾のこの量子技術戦略、特にPQCへの注力は、多岐にわたる産業分野に大きな影響を
もたらすでしょう。



サイバーセキュリティの強化: PQCの導入は、台湾の重要インフラを量子脅威から保
護し、国家のサイバーセキュリティレジリエンスを向上させます。

半導体産業の新たな成長分野: 量子チップの部品製造やモジュール供給における台湾
の専門知識は、半導体産業に新たな高付加価値分野を創出します。

国際協力の機会: PQCの標準化と実装における台湾の貢献は、国際的な共同研究や産
業連携の機会を拡大します。

金融・医療分野の変革: PQCの早期導入は、これらの分野におけるデータプライバシ
ーと取引の安全性を確保し、デジタル化の推進をさらに加速させます。

台湾が、その既存の技術的強みを活用し、戦略的に量子技術、特にPQC分野に投資する
ことで、未来の産業構造と国際競争において重要な役割を果たす可能性を秘めているこ
とが示されています。

元記事: https://money.udn.com/money/story/5723/9456031?from=edn_subcatelist_cate

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://money.udn.com/money/story/5723/9456031?from=edn_subcatelist_cate


Google Quantum AIがWillow量子プロセッサへの早期ア
クセス提案受付を開始

概要

Google Quantum AIは、Willow量子プロセッサへの早期アクセスに関する提案の受付
を開始したと発表しました。Willowチップは2024年12月に初めて公開されたものの、
これまでGoogle社内の研究者に限定されていました。この新しい取り組みは、厳選さ

れた外部の申請者にGoogleの先進的な量子ハードウェアを利用する機会を提供するこ
とで、ユーザーベースを拡大することを目的としています。このイニシアチブは、
Googleが量子コンピューティングエコシステムを育成し、プロセッサの性能と使いや

すさに関する多様なフィードバックを収集することへのコミットメントを強調してい
ます。

公開日 2026年04月19日  quantumcomputingreport.com  アメリカ



詳細

背景：Googleの量子コンピューティング戦略とWillowプロセッサ

Googleは、量子コンピューティング分野における主要なプレイヤーの一つであり、
2019年には「量子優位性」の実証を発表するなど、この分野の研究開発を積極的に推進
してきました。彼らの目標は、実用的な耐障害性量子コンピュータを構築し、これによ
って世界の最も困難な計算問題を解決することにあります。Willow量子プロセッサは、
Googleが開発した次世代の量子チップであり、2024年12月にその存在が初めて公表さ
れました。これまでは、社内の研究者のみが利用できるクローズドな環境にありました
が、技術の成熟と広範なエコシステム構築の必要性から、外部への開放へと戦略を転換
しています。

Willowプロセッサへの早期アクセスプログラム

Google Quantum AIは、選ばれた外部の研究者や開発者に対し、その先進的なWillow量
子プロセッサへの早期アクセスプログラムを開始することを発表しました。このプログ
ラムは、以下の目的を持っています。

ユーザーベースの拡大: Google社内だけでなく、外部の多様な視点や専門知識を持つ
研究者にハードウェアを提供することで、新しい量子アルゴリズムやアプリケーショ
ンの発見を加速させます。

プロセッサの性能評価とフィードバック収集: 実世界の様々な計算課題にWillowプロ
セッサを適用してもらい、その性能、安定性、使いやすさに関する貴重なフィードバ
ックを収集します。これにより、将来のプロセッサ設計や改善に役立てます。

量子エコシステムの育成: 外部の研究者コミュニティとの連携を深めることで、
Googleの量子プラットフォームがよりオープンで協力的なエコシステムの一部とな
ることを促進します。

量子優位性領域の探求: 参加者は、Willowプロセッサを活用して、現在の古典コンピ
ュータでは達成できないような計算タスク、いわゆる「量子優位性」の新たな領域を
探求することが期待されます。

提案は、特定の技術要件や研究テーマに沿って審査され、選定されたチームにWillowプ
ロセッサのリソースが提供される形となります。



影響と今後の展望

GoogleのWillowプロセッサへの早期アクセスプログラムは、量子コンピューティング分
野全体にいくつかの重要な影響をもたらすでしょう。

研究開発の加速: 世界トップクラスの量子ハードウェアへのアクセスが拡大すること
で、新しい量子アルゴリズムや実用的なアプリケーションの開発が加速されます。

技術の成熟化: 多様なユースケースでの利用を通じて、Willowプロセッサ自体の安定
性、エラー率、スケーラビリティが評価・改善され、技術の成熟が促進されます。

量子人材の育成: 早期アクセスは、将来の量子科学者やエンジニアが最先端の量子シ
ステムに触れる機会を提供し、量子人材の育成にも寄与します。

Googleのリーダーシップ強化: オープンなアプローチを通じて、Googleは量子コン
ピューティング分野における自社のリーダーシップと影響力をさらに強化し、技術標
準や方向性を形作る役割を担うことができます。

この取り組みは、量子コンピューティングが研究室の壁を超え、より広範なコミュニテ
ィに開かれ、実世界の問題解決へと向かう重要な一歩を示しています。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



NEDO、量子コンピューティング次世代機開発・社会課題
解決プログラムの公募を開始

概要

日本の新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）は、次世代量子コンピュータ
の開発と実証を加速するため、二つの重要なプログラムの公募を開始しました。一つ
は量子ハードウェアとソフトウェアの革新を目指す「量子コンピュータ次世代機開

発・実証の加速」プログラム、もう一つは量子コンピューティングを社会課題解決に
応用する「NEDO懸賞金活用型プログラム／量子コンピュータを用いた社会問題ソリ
ューション開発2」です。これらの政府主導の取り組みは、日本の量子技術エコシステ

ムを形成し、グローバルな量子競争における日本の地位を強化することを目的として
います。

公開日 2026年04月20日  はてなアンテナ (Hatenna Antenna, NEDO発表の転載)  日本



詳細

背景：日本の量子技術戦略と課題

量子技術は、国家の経済成長と安全保障を左右する戦略的技術として、世界各国で大規
模な投資と開発競争が繰り広げられています。日本も、量子技術を国家戦略として位置
づけ、「量子技術イノベーション戦略」の下で研究開発を推進しています。しかし、欧
米や中国に比べて、特に実用化に向けた開発フェーズでのスピード感や、社会実装に向
けた具体的なユースケースの創出が課題とされてきました。このような背景から、政府
は、基礎研究の強化と並行して、産業界や研究機関が連携し、具体的な成果を生み出す
ための支援を強化する必要性を認識しています。

NEDOによる新たな公募プログラム

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）は、日本の量子技術開発を加速させる
ため、以下の二つの重要な公募プログラムを開始しました。

1. 「量子コンピュータ次世代機開発・実証の加速」プログラム:

目的: 量子コンピューティングのハードウェア（量子プロセッサ）およびソフトウェ
ア（量子アルゴリズム、開発環境）の性能向上、信頼性向上、スケーラビリティ拡大
を目指す。

内容: 革新的な技術アイデアや既存技術の応用を募り、基礎研究だけでなく、実用化
に向けたプロトタイプ開発や実証実験を支援。特に、耐障害性量子コンピュータの実
現に向けた中核技術開発に重点を置く。

2. 「NEDO懸賞金活用型プログラム／量子コンピュータを用いた社会問題ソリューション
開発2」:

目的: 量子コンピューティングを応用して、環境問題、医療、防災、物流最適化な
ど、社会が直面する喫緊の課題を解決する具体的なソリューションの開発を奨励。

内容: 解決策を提案するチーム（企業、研究機関、個人など）を公募し、優れた提案
に対して懸賞金を提供。これは、従来の助成金とは異なり、成果を重視するアプロー
チで、迅速なソリューション創出を促します。

これらのプログラムは、日本の量子技術の競争力を強化し、社会への貢献を目指す政府
の強い意志を反映しています。



日本の量子エコシステムへの影響と展望

NEDOによるこれらの公募プログラムは、日本の量子技術エコシステムの発展に多大な
影響をもたらすことが期待されます。

研究開発の加速と多様化: 量子ハードウェアとソフトウェアの両面での開発が加速
し、多様な技術アプローチが試されることで、日本の量子技術全体のイノベーション
が促進されます。

社会実装の推進: 懸賞金プログラムは、量子技術が抽象的な研究段階から具体的な社
会課題解決へと繋がるユースケースを早期に特定し、実証することを促します。これ
は、量子技術への社会的な理解と期待を高める上でも重要です。

産学官連携の強化: 公募形式により、大学、研究機関、スタートアップ、大企業が連
携しやすくなり、知識とリソースの共有が進むことで、より強固な量子エコシステム
が構築されます。

国際競争力の向上: 革新的な技術開発と具体的な社会貢献を通じて、日本が世界の量
子技術競争におけるプレゼンスを向上させ、国際的なリーダーシップを確立する足が
かりとなります。

これらの政府主導の取り組みは、日本が量子技術の未来を形作り、その恩恵を社会全体
にもたらすための重要なステップであり、今後の成果に大きな期待が寄せられていま
す。

元記事: https://a.hatena.ne.jp/koumuin/.cgi?of=140

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://a.hatena.ne.jp/koumuin/.cgi?of=140


光学的重ね合わせなしの単一光子量子干渉：高解像度イメ
ージングへの道

概要

科学誌「Science Advances」に掲載された新しい研究は、光学的重ね合わせを必要と
せずに単一光子の量子干渉を実証することで、量子イメージングにおける画期的な進
歩を報告しています。この新しい手法は、空間ドメインとスペクトルドメインの両方

で、大幅に高い解像度イメージング機能への道を開きます。この研究は、個々の光子
を操作するために複雑な量子光学セットアップを利用し、分解能の古典的な限界を超
える測定を可能にします。この技術は、前例のない詳細と感度を提供する新しい量子

センサーおよびイメージングデバイスの開発につながる可能性があります。

公開日 2026年04月22日  Science Advances  アメリカ



詳細

背景：古典的イメージングの限界と量子光学の可能性

従来の光学イメージング技術は、光の波としての性質を利用しており、その解像度には
レイリー限界や回折限界といった物理的な制約があります。これにより、非常に小さな
構造や、光の波長以下の詳細を観察することは困難でした。一方で、量子光学は、光子
を個々の量子粒子として扱い、その量子的な特性（重ね合わせ、エンタングルメントな
ど）を利用することで、これらの古典的な限界を超える可能性を秘めています。特に、
生物学的試料やデリケートな材料のイメージングにおいて、高解像度かつ低損傷での観
察は常に大きな課題であり、新しいアプローチが求められていました。

光学的重ね合わせなしの量子干渉の実現

「Science Advances」誌に発表された画期的な研究は、従来は光子の重ね合わせ状態を
用いることで実現されてきた量子干渉を、光学的重ね合わせなしに単一光子レベルで達
成したことを報告しています。これは、量子イメージングおよびセンシング技術におけ
るパラダイムシフトとなる可能性を秘めています。研究チームは、複雑な量子光学セッ
トアップと精密な光子操作技術を駆使し、以下のような主要な成果を達成しました。

単一光子レベルでの非古典的干渉: 個々の光子が古典的な波としての重ね合わせを経
由することなく、量子的な相関を利用して干渉パターンを形成する新しいメカニズム
を実証。

分解能の劇的な向上: この手法により、従来の光の回折限界を大きく超える空間分解
能と、特定のスペクトル（波長）における極めて高い精度での測定が可能に。

低光量での高感度測定: 少ない光子数で高解像度イメージングが可能なため、光に敏
感な試料（例: 生体組織）への損傷を最小限に抑えながら観察が可能。

この技術は、量子センシングにおける非古典的な相関の新たな応用経路を開拓するもの
です。

医療・材料科学への影響と今後の展望

この単一光子量子干渉技術の進歩は、様々な科学技術分野に革新的な影響をもたらすこ
とが期待されます。



医療診断の革新:

超精密生体イメージング: 細胞内部の微細構造や分子レベルでの相互作用を、これ
までにない解像度と感度で観察できるようになり、がんの早期診断や神経変性疾
患の研究に貢献。

非侵襲的診断: 低光量でのイメージングが可能になるため、生体組織への光ダメー
ジを最小限に抑え、非侵襲的な検査手法の開発を加速。

材料科学とナノテクノロジー:

新素材の特性評価: ナノスケールの材料構造や欠陥を高解像度で可視化し、新機能
性材料の開発や品質管理に貢献。

量子デバイス開発: 量子デバイスの微細な欠陥検出や性能評価において、より高精
度なツールを提供。

基礎物理学研究: 光子の量子特性や量子干渉に関する基礎的な理解を深め、量子物理
学のフロンティアを拡大します。

新しい量子センサーの開発: 前例のない感度と精度を持つ新しい量子センサーやイメ
ージングデバイスの開発につながり、環境モニタリング、セキュリティ、天文学な
ど、広範な分野での応用が期待されます。

この研究は、量子物理学の基礎原理を応用して実世界の課題を解決する可能性を明確に
示しており、未来の科学技術の発展に不可欠な基盤となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



イーサリアムの2026年ロードマップ：スケーラビリテ
ィ、UX、そして量子耐性の強化

概要

イーサリアムは、2026年に向けた野心的なロードマップを発表しました。
「Glamsterdam」と「Hegotá」という二つの主要なプロトコルアップグレードを通じ
て、スケーラビリティ、ユーザーエクスペリエンス（UX）、および量子耐性を強化す

る計画が概説されています。このロードマップの重要な焦点は、将来の量子コンピュ
ータからの潜在的な脅威からネットワークを保護するための量子耐性暗号化対策の統
合です。この積極的なアプローチは、量子コンピューティングの長期的なセキュリテ

ィ上の影響に関する暗号通貨コミュニティ内での高まる懸念を浮き彫りにしていま
す。

公開日 2026年04月24日  Bitget  グローバル



詳細

背景：イーサリアムが直面する課題と進化の必要性

イーサリアムは、分散型アプリケーション（DApps）とスマートコントラクトの基盤と
して、ブロックチェーンエコシステムにおいて重要な地位を確立しています。しかし、
その人気の高まりとともに、ネットワークのスケーラビリティ（処理能力の限界）、高
額な取引手数料（ガス代）、そしてユーザーエクスペリエンス（UX）の複雑さといっ
た課題が顕在化してきました。さらに、量子コンピューティング技術の進化は、将来的
に現在使用されている暗号アルゴリズム（特に楕円曲線暗号）が破られる可能性を指摘
しており、ブロックチェーンの長期的なセキュリティに対する「量子脅威」という新た
な懸念も浮上しています。これらの課題に対処し、イーサリアムが持続的に成長し続け
るためには、積極的なプロトコル改善と未来を見据えた技術革新が不可欠です。

2026年イーサリアムの主要ロードマップ「Glamsterdam」と「Hegotá」

イーサリアム財団は、2026年に予定されている「Glamsterdam」と「Hegotá」という
二つの主要なプロトコルアップグレードを含む、野心的なロードマップを発表しまし
た。このロードマップは、以下の三つの主要な柱に焦点を当てています。

1. スケーラビリティの強化:

ガス制限の拡大: トランザクション処理能力を向上させるため、ブロックのガス制限
を現在の約3000万から1億以上に大幅に拡大する計画です。これにより、より多くの
トランザクションを短時間で処理できるようになります。

レイヤー2ソリューションとの連携強化: ロールアップ（Optimistic RollupやZK-

Rollup）などのレイヤー2ソリューションの性能を最大限に引き出すための基盤を強
化し、オフチェーンでの処理能力を向上させます。

2. ユーザーエクスペリエンス（UX）の改善:

トランザクションの確定時間の短縮、ガス料金の予測可能性向上、スマートコントラ
クトの記述を容易にする開発者ツールの改善など、より直感的で使いやすいプラット
フォームを目指します。



3. 量子耐性（Quantum Resistance）の統合:

ポスト量子暗号（PQC）への移行: 将来の量子コンピュータによる攻撃からネットワ
ークを保護するため、NIST（米国国立標準技術研究所）が標準化を進めるPQCアル
ゴリズムをイーサリアムに統合する具体的な計画を進めます。

段階的な導入アプローチ: PQCへの移行は複雑なプロセスであるため、テストネット
での広範な実験と検証を経て、慎重かつ段階的にメインネットへ導入するアプローチ
が取られます。

このロードマップは、イーサリアムが技術的課題に積極的に取り組み、将来の脅威に備
えていることを示しています。

ブロックチェーンエコシステムへの影響と展望

イーサリアムのこの野心的なロードマップは、単にイーサリアムネットワーク自体に留
まらず、広範なブロックチェーンエコシステム全体に大きな影響を与えることが予想さ
れます。

DAppsの更なる普及: スケーラビリティとUXの改善は、分散型アプリケーション
（DApps）の性能と使いやすさを向上させ、より多くのユーザーと開発者をイーサリ
アムエコシステムに引きつけるでしょう。

業界全体のセキュリティ標準向上: イーサリアムのような主要なブロックチェーンが
量子耐性に取り組むことは、他の暗号通貨やブロックチェーンプロジェクトにも同様
の対策を促し、業界全体のセキュリティ標準を引き上げるきっかけとなります。

PQCの実用化加速: 大規模なブロックチェーンシステムでのPQCの実装は、PQCアル
ゴリズムの成熟と普及を加速させ、その実用化に向けた重要なステップとなります。

イーサリアムのリーダーシップ維持: これらの戦略的なアップグレードは、イーサリ
アムがブロックチェーン技術の最前線に立ち続け、未来の分散型インターネットの基
盤としての地位を維持するために不可欠です。

イーサリアムのこの動きは、ブロックチェーン技術が常に進化し、将来の技術的課題に
対処しながら、より強靭で持続可能なシステムへと発展していく可能性を示していま
す。

元記事: https://www.bitget.com/price/lab
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